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安全記号

測定器およびマニュアルに記載された以下の記号は、本器を安全に操作するた
めに守るべき注意事項を示します。

直流（DC） オフ（電源）

交流（AC） オン（電源）

直流／交流両方 注意、感電の危険あり

3 相交流
注意、危険あり（具体的な警
告／注意情報については本書
を参照）

グランド端子 注意、高温の表面

感電防止用アース端子
双安定ブッシュ・コントロール
のアウト位置

フレームまたはシャーシ端子
双安定ブッシュ・コントロール
のイン位置

等電位 Category III 1000 V 過電圧保護

二重絶縁または強化絶縁で保護
された機器。

Category IV 600 V 過電圧保護

CAT III
1000 V

CAT IV
600 V
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安全に関する一般情報

以下の安全に関する一般的な注意事項は、本器の操作、サービス、修理のあら
ゆる段階において遵守する必要があります。これらの注意事項や、本書の他の
部分に記載された具体的な警告を守らないと、本器の設計、製造、想定される
用途に関する安全標準に違反します。アジレントは、顧客がこれらの要件を守
らない場合について、いかなる責任も負いません。

– 抵抗／キャパシタンス測定、または導通／ダイオード・テストを実行す
る前に、回路の電源をオフにし、回路内のすべての高電圧キャパシタを
放電してください。

– 測定に対して適切な端子、機能、レンジを使用してください。

– 電流測定を選択したときには電圧を測定しないでください。

– 推奨された充電式電池のみを使用してください。電池をマルチメータに
正しく挿入し、正しい極性に従ってください。

– 電池の充電中は、テスト・リードをすべての端子から取り外してくだ
さい。

– 測定器の損傷や感電のリスクを避けるために、仕様で定められた測定リ
ミットを超えないようにしてください。

– 60 V DC、30 V AC RMS、または 42.4 V AC ピークより上のレンジで作業

を行うときにはご注意ください。感電のおそれがあります。

– 端子間、または端子とグランド間で（マルチメータ上に示された）定格
電圧を超える測定を行わないでください。

– 既知の電圧を測定することにより、メータの動作を確認してください。

– 電流測定の場合、マルチメータを回路に接続する前に回路の電源をオフ
にしてください。マルチメータは常に回路に直列に挿入してください。

– プローブを接続するときには、 初にコモン・テスト・プローブを接続
してください。プローブを取り外すときには、 初にライブ・テスト・
プローブを取り外してください。

– 電池カバーを開ける前には、マルチメータからテスト・プローブを取り
外してください。
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– 電池カバーまたはカバーの一部が取り外された状態、またはきちんと固
定されていない状態でマルチメータを使用しないでください。

– 画面で電池消耗インジケータ が点滅したらすぐに電池を交換してくだ

さい。これにより、感電や人身事故につながるおそれがある間違った読
み値を回避できます。

– 爆発のおそれがある環境や、可燃性のあるガスや煙、蒸気がある環境、
または濡れた環境で本器を使用しないでください。

– ケースにひびがないか、プラスチックが欠けていないか検査してくださ
い。特にコネクタの周囲の絶縁材に注意してください。マルチメータに
損傷がある場合は、マルチメータを使用しないでください。

– テスト・プローブに絶縁材の損傷や金属の露出がないか検査し、導通を
チェックしてください。テスト・プローブに損傷がある場合は、テス
ト・プローブを使用しないでください。

– Keysight によって保証された製品付属の AC 充電アダプタ以外のアダプ

タを使用しないでください。

– 修理したヒューズや短絡したヒューズ・ホルダを使用しないでくださ
い。火災を防止するため、電源ヒューズは、同じ電圧／電流定格の推奨
タイプのヒューズとのみ交換してください。

– 1 人でサービスや調整を行わないでください。状況によっては、機器の 

スイッチを切っても危険な電圧が残っている場合があります。感電を避
けるため、サービスマンは、蘇生術や応急措置を行える者が立ち会わな
い限り、内部のサービスや調整を行わないでください。

– 事故の誘因が増えるのを防ぐため、部品を代用したり、許可なく改造を
加えたりしないでください。サービスおよび修理のためにメータを 寄
りの Keysight Technologies セールス／サービス・オフィスに返送し、

安全機能が保持されるようにしてください。

– 物理的な損傷、過度の湿気、その他の理由で製品の安全機能が損なわれ
ているおそれがある場合、損傷のあるメータを使用しないでください。
電源を切り離し、サービスマンにより安全が確認されるまで製品を使用
しないでください。必要な場合、安全機能を維持するため、製品を 寄
りの Keysight Technologies セールス／サービス・オフィスに返送して

サービスと修理を受けてください。
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環境条件

本器は、屋内の結露が少ない場所で使用するように設計されています。

製品規制／コンプライアンス

U1253B 真の実効値 OLED マルチメータは安全規格と EMC 規格に適合してい

ます。

最新のリビジョンの適合宣言を参照してください
(http://www.keysight.com/go/conformity)。 

環境条件 要件

動作温度 –20 °C ～ 55 °C でフル確度

動作湿度
35 °C までの温度の場合、80% の相対湿度に対してフ

ル確度。55 °C で 50% の相対湿度までリニアに減少。

保管温度 –40 °C ～ 70 °C（電池を取り出した状態）

高度 最大 2000 m

汚染度 汚染度 2

周囲に電磁界や雑音が存在すると、一部の製品仕様が低下する可能性があ
ります。周囲の電磁界や雑音の原因が除去されると、本器は自己回復し、
すべての仕様を満足して動作します。

http://www.keysight.com/go/conformity
http://www.keysight.com/go/conformity


規制マーク

CE マークは、欧州共同体の登録

商標です。この CE マークは、製

品が関連するすべての欧州法的
指令に適合することを示します。

RCM マークは、オーストラリ 

アの通信メディア庁の登録商 
標です。

ICES/NMB-001 は、この ISM デバ

イスがカナダの ICES-001 に適合

していることを示します。

Cet appareil ISM est conforme a la 
norme NMB-001 du Canada.

本器は、WEEE 指令（2002/96/
EC）のマーキング要件に適合し

ます。貼付された製品ラベル
は、本電気／電子製品を家庭ゴ
ミとして廃棄してはならないこ
とを示します。

CSA マークは、カナダ規格協会

の登録商標です。
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Waste Electrical and Electronic Equipment(WEEE) 指令 
2002/96/EC

本器は、WEEE 指令（2002/96/EC）のマーキング要件に適合します。貼付され

た製品ラベルは、本電気／電子製品を家庭ゴミとして廃棄してはならないこと
を示します。 

製品カテゴリー：

WEEE 指令付録 1 の機器タイプに基づいて、本器は「Monitoring and Control 
Instrument」製品に分類されます。

製品に貼付されるラベルを下に示します。

家庭ゴミとして廃棄しないでください。

不要になった測定器の回収については、Keysight 計測お客様窓口にお問い合わ

せいただくか、以下のウェブサイトで詳細をご確認ください。 
http://about.keysight.co.jp/en/companyinfo/environment/takeback.shtml

セールス／テクニカルサポート

セールス／テクニカルサポートに関する Keysight へのお問い合わせについて

は、以下の Keysight ウェブサイトのサポートリンクを参照してください。

– www.keysight.com/find/handhelddmm 
（製品固有の情報およびサポート、ソフトウェアおよびドキュメントのアッ
プデート）

– www.keysight.co.jp/find/assist 
（修理およびサービスのワールドワイドの問い合わせ情報）
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この章では、U1253B 真の実効値 OLED マルチメータのフロント・パネル、

ロータリ・スイッチ、キーパッド、ディスプレイ、端子、リア・パネルについ
て説明します。
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1 測定前の準備
Keysight U1253B 真の実効値 OLED マルチメータの概要

真の実効値 OLED マルチメータの主な機能は次のとおりです。

– DC、AC、AC+DC 電圧／電流測定

– AC 電圧／電流の真の実効値測定

– 内蔵充電機能付き充電式ニッケル水素電池

– ほとんどの測定値に周囲温度の測定値を付記（シングル／デュアルの両方
の表示モードで）

– 電池容量インジケータ

– 明るい黄色の OLED（有機発光ダイオード）ディスプレイ

– 大 500 MΩ の抵抗測定

– 0.01 nS（100 GΩ）～ 500 nS のコンダクタンス測定

– 大 100 mF のキャパシタンス測定

– 大 20 MHz の周波数カウンタ

– 4 ～ 20mA 測定または 0 ～ 20mA 測定の％スケール表示値

– 選択可能な基準インピーダンスによる dBm 測定

– 突入電圧／電流を簡単に捕捉できる 1 ms ピーク・ホールド

– 0 °C 補正が選択可能な温度テスト（周囲温度補正なし）

– J タイプまたは K タイプの温度測定プローブ

– 周波数、デューティ・サイクル、パルス幅測定

– 小／ 大／平均／現在読み値の動的記録

– 手動または自動トリガと相対モードによるデータ・ホールド

– ダイオード・テストと可聴導通テスト

– 周波数、パルス幅、デューティ・サイクルが選択可能な方形波ジェネレータ

– Keysight GUI アプリケーション・ソフトウェア（IR-USB ケーブルは別売り）。

– 閉ケース校正

– 50,000 カウント精度の真の実効値デジタル・マルチメータ。EN/IEC 
61010-1:2001 Category III 1000 V/Category IV 600V、汚染度 2 標準に適合
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測定前の準備 1
梱包の検査

マルチメータと以下の付属品が揃っていることを確認してください： 

– テストプローブ 

– テスト・リード 

– ワニ口クリップ 

– 充電式 8.4 V 電池 

– 電源コードおよび AC アダプタ 

– 校正証明書 

不足品がある場合は、計測お客様窓口までお問い合わせください。

輸送用カートンに損傷がないかどうか調べます。損傷の徴候としては、輸送用
カートンのへこみや破れ、緩衝材に異常な圧力や圧縮が加わった痕跡などがあ
ります。マルチメータを返送する場合に備えて、梱包材料は保存しておいてく
ださい。 

利用可能なハンドヘルド・アクセサリの最新一覧については、『Keysight 
Handheld Tools』カタログ（5989-7340EN）を参照してください。
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1 測定前の準備
電池の装着

マルチメータには、1 個の 9 V 電池により電源が供給されます。出荷時には、

電池はマルチメータに装着されていません。

以下の手順で電池を装着します。

新しい充電式電池は、放電した状態で届くので、使用する前に充電してくださ
い。初回ご利用時（または長期保管後）には、充電式電池を 大容量まで充電
するのに、3 ～ 4 時間の充電／放電サイクルを要する場合があります。詳細は

“ 電池の充電 ” （ 150 ページ）を参照してください。

電池を装着する前に、端子から接続されているすべてのケーブルを取り外
し、ロータリースイッチが OFF 位置にあることを確認してください。マル

チメータに付属の電池のみを使用してください。

1 傾斜スタンドを持ち上げます。

2 リア・パネルの電池カバーのネジを、反時
計回りに LOCK 位置から OPEN 位置まで回

します。

3 電池カバーを下にスライドさせ、電池 
カバーを持ち上げて電池を挿入します。
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測定前の準備 1
ディスプレイの左下隅にある電池レベル・インジケータに、電池の状態が示さ

れます。電池消耗インジケータ (  ↔ ) が表示されたら、ただちに電池

を交換します。

傾斜スタンドの調整

マルチメータを 60° の傾きで立たせるには、傾斜スタンドを外側に止まるまで

引き出します。

図 1-1 60° の傾斜スタンド

IR-USB ケーブル

PC（ホスト）へ

60° の傾斜スタンド
Keysight U1253B ユーザーズ／サービス・ガイド 23



1 測定前の準備
マルチメータを 30° の傾きで立たせるには、スタンドの先端を地面と平行にな

るように折り曲げてから、スタンドを外側に止まるまで引き出します。

図 1-2 30° の傾斜スタンド

マルチメータをつり下げ位置に合わせるには、以下の手順または図 1-3（26 ペー

ジ）の手順に従います。 

1 ヒンジから外れるまで、スタンドを上側にひっくり返します。 

2 取り外したスタンドの内側の面が自分の方ではなく、マルチメータの方を
向くように、スタンドをひっくり返します。 

3 スタンドを垂直にヒンジに押し込みます。

IR-USB ケーブル

PC（ホスト）へ

30° の傾斜スタンド
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測定前の準備 1
図 1-3 つり下げ位置の傾斜スタンド

1. 傾斜スタンドを 大限に傾斜させます 2. 傾斜スタンドを取り外

4. 傾斜スタンドを再び垂直に取り付けます 3. 傾斜スタンドのこの面が自分の方

します

ではなく、マルチメータの方を

向くように、スタンドをひっくり
返します。
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1 測定前の準備
フロント・パネルの概要

図 1-4 U1253B のフロント・パネル

ディスプレイ

キーパッド

ロータリ・スイッチ

ターミナル・コネクタ
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測定前の準備 1
リア・パネルの概要

図 1-5 リア・パネル

IR 通信ポート

テスト・プローブ・
ホルダ

電池アクセス・カバー

傾斜スタンド
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1 測定前の準備
ロータリ・スイッチの概要

図 1-6 ロータリ・スイッチ

5

4

3

2

1

6

7

8

9

10

表 1-1 ロータリ・スイッチの概要と機能

番号 概要／機能

1 充電モードまたはオフ

2 AC V

3 DC V、AC V、または AC+DC V

4 DC mV、AC mV、または AC+DC mV

5 抵抗（Ω）、導通、またはコンダクタンス（nS）

6 周波数カウンタまたはダイオード

7 キャパシタンスまたは温度

8 DC μA、AC μA、または AC+DC μA

9 DC mA、DC A、AC mA、AC A、AC+DC mA、または AC+DC A

10 方形波出力、デューティ・サイクル、またはパルス幅出力
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測定前の準備 1
キーパッドの概要

各キーの操作を下の表 1-2 に示します。キーを押すと関連するシンボルが表示

され、ビープ音が鳴ります。ロータリ・スイッチを別の位置まで回すと、キー
の現在の操作がリセットされます。図 1-7 に U1253B のキーパッドを示します。

図 1-7 U1253B キーパッド

4

3
2

1

5

6

7
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1 測定前の準備
表 1-2 キーパッドの概要と機能 

ボタン 押す時間が 1 秒より短い場合の機能 押す時間が 1 秒より長い場合の機能

1  を押すと、OLED ディスプレイの輝度レ

ベルが切り替わります。

–  を押すと、Log Review モードに入ります。

を押すと、手動またはインターバル・ロ

グ・データが切り替わります。 

– または を押すと、それぞれ 初または 後

のログ・データが表示されます。 または を

押すと、ログ・データがスクロールします。 

– を 1 秒より長く押すと、このモードが終了

します。

2 –  を押すと、現在の測定値が保持され

ます。 

– データ・ホールド・モード（ ）で

は、もう一度 を押すと、次の測定値

がホールドされます。 を 1 秒より長く

押すと、このモードが終了します。

– リフレッシュ・ホールド・モード
（ ）では、読み値が安定し、 

カウント設定を超えたときに、読み値が

自動的に更新されます [a]。 をもう一度

押すと、このモードが終了します。

–  を押すと、ダイナミック・レコーディン

グ・モードに入ります。 

– をもう一度押すと、 大値、 小値、平均

値、現在の読み値が順に表示されます（ディス

プレイ上ではそれぞれ 、 、

、 で表されます）。

– を 1 秒より長く押すと、このモードが終了

します。

3 –  を押すと、表示値が基準値として保

存され、以後の測定値から減算されます。

– ヌル・モードでは、 を押すと保存され

ている相対値（ ）が表示されます。
保存されている相対値は 3 秒間表示され

ます。

– 相対値（ ）が表示されているときに

を押すと、ヌル機能がキャンセルさ

れます。

–  を押すと、1 ms ピーク・ホールド・モー

ドに入ります。 

– を押すと、 大（ ）と 小

（ ）のピーク読み値が順に表示され 

ます。

– を 1 秒より長く押すと、このモードが終了

します。
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測定前の準備 1
4  を押すと、現在のロータリ・スイッチ

選択の測定機能が順に表示されます。

–  を押すと、セットアップ・モードに入り

ます。 

– セットアップ・モードでは、 または を押し

てメニューのページの間を移動します。 また

は を押すと、使用可能な設定が順に表示され 

ます。 

– を押して、指定値を編集します。 

– をもう一度押すと、新しい設定が保存さ

れ、編集モードが終了します。 を押すと、

保存せずに終了します。

– を 1 秒より長く押すと、このモードが終了

します。

5  を押すと、使用可能な測定レンジが順

に表示されます（ロータリ・スイッチが

または 位置にある場合を除く）[b]。

 を押すと、オートレンジ・モードに入ります。

6  を押すと、使用可能なデュアル表示が

順に表示されます（ロータリ・スイッチが

または の位置にある場合、または

マルチメータが 1 ms ピーク・ホールドまた

はダイナミック・レコーディング・モード

になっている場合を除く）[c]。

 を押すと、ホールド、ヌル、ダイナミック・

レコーディング、1 ms ピーク・ホールド、デュア

ル表示の各モードが終了します。

表 1-2 キーパッドの概要と機能（続き）

ボタン 押す時間が 1 秒より短い場合の機能 押す時間が 1 秒より長い場合の機能
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1 測定前の準備
7 –  を押すと、電流測定または電圧測定の

場合、周波数テスト・モードに入ります。 

– を押すと、周波数（Hz）、パルス幅

（ms）、デューティ・サイクル（%）の各機

能が順に切り替わります。 

– デューティ・サイクル（%）およびパルス

幅（ms）テストでは、 を押すと、正

と負のエッジ・トリガが切り替わります。 

– ロータリ・スイッチが 位置にあり、周

波数カウンタ機能が選択されている場合

は、 を押すと、周波数、パルス幅、

デューティ・サイクルの各測定が順に選
択されます。

– データ・ロギングが （手動データ・ 

ロギング）に設定されている場合、 を 1 秒

より長く押すと、現在の読み値がメモリに記録
されます。ディスプレイは 3 秒後に通常表示に

戻ります。別の読み値を手動で記録するには、

もう一度 を 1 秒以上押します。 

– データ・ロギングが （自動データ・ 

ロギング）に設定されている場合は、 を 

1 秒より長く押すと、自動データ・ロギング・

モードに入り、セットアップ・モードで定義さ

れた間隔でデータが記録されます [a]。 

– を 1 秒より長く押すと、データ・ロギン

グ・モードが終了します。

注記（キーパッドの概要と機能）：

[a] 使用可能なオプションの詳細については、表 4-1（109 ページ）を参照してください。

[b] ロータリ・スイッチが 位置にあり、温度測定機能が選択されている場合は、 を押しても設定はいっさい

変化しません。ロータリ・スイッチが 位置にあり、周波数カウンタ機能が選択されている場合は、 を押す

と、信号周波数を 1 と 100 のどちらで分周するかが切り替わります。

[c] ロータリ・スイッチが 位置にあり、温度測定機能が選択されている場合は、ETC（環境温度補正）がデフォル

トでオンになります。 を押すと ETC がオフになり、ディスプレイに が表示されます。パルス幅および

デューティ・サイクル測定の場合は、 を押すと、正と負のエッジ・トリガが切り替わります。マルチメータが

ピークまたはダイナミック・レコーディング・モードの場合は、 を押すと、1 ms ピーク・ホールドまたはダイ

ナミック・レコーディング・モードがリスタートされます。

表 1-2 キーパッドの概要と機能（続き）

ボタン 押す時間が 1 秒より短い場合の機能 押す時間が 1 秒より長い場合の機能
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測定前の準備 1
ディスプレイの概要

表示記号の説明については、以下の表を参照してください。

表 1-3 一般的な表示記号 

OLED インジケータ 概要

リモート制御

、 熱電対のタイプ : （K タイプ）、 （J タイプ）

ヌル演算機能

ヌル・モードの相対値

ダイオード

、 可聴導通 : セットアップに応じて、 （シングル）または （トーン）の

いずれか

ログ・データをチェックするためのビュー・モード

データ・ロギング・インジケータ

、 、

、 
データ記録のインデックス

– パルス幅（ms）およびデューティ・サイクル（%）測定の正のスロープ

– キャパシタが充電中（キャパシタンス測定の場合）

– パルス幅（ms）およびデューティ・サイクル（%）測定の負のスロープ

– キャパシタが放電中（キャパシタンス測定の場合）

、 電池消耗表示（2 つのシンボルが交互に表示）

オート・パワー・オフが有効

リフレッシュ（自動）ホールド
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1 測定前の準備
トリガ（手動）ホールド

ダイナミック・レコーディング・モード : プライマリ・ディスプレイに現在値

ダイナミック・レコーディング・モード : プライマリ・ディスプレイに 大値

ダイナミック・レコーディング・モード : プライマリ・ディスプレイに 小値

ダイナミック・レコーディング・モード : プライマリ・ディスプレイに平均値

1 ms ピーク・ホールド・モード : プライマリ・ディスプレイに正のピーク値

1 ms ピーク・ホールド・モード : プライマリ・ディスプレイに負のピーク値

≥ 30 V の電圧測定または過負荷の場合の危険電圧インジケータ 

表 1-3 一般的な表示記号（続き）

OLED インジケータ 概要
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測定前の準備 1
以下では、プライマリ・ディスプレイの記号について説明します。

表 1-4 プライマリ・ディスプレイの記号 

OLED インジケータ 概要

オートレンジ

AC+DC

DC

AC

プライマリ・ディスプレイの極性、桁、小数点

1 mW を基準にしたデシベル単位

1 V を基準にしたデシベル単位

、 、 
周波数単位 : Hz、kHz、MHz

、 、 抵抗単位 : Ω、kΩ、MΩ

コンダクタンス単位 : nS

、 電圧単位 : mV、V

、 、 電流単位 : μA、mA、A

、 、 キャパシタンス単位 : nF、μF、mF

摂氏温度単位

華氏温度単位
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1 測定前の準備
36 Keysight U1253B ユーザーズ／サービス・ガイド

デューティ・サイクル測定

パルス幅単位

DC 0 mA ～ 20 mA に基づく % スケール表示値

DC 4 mA ～ 20 mA に基づく % スケール表示値

dBm 単位の基準インピーダンス

棒グラフのスケール

表 1-4 プライマリ・ディスプレイの記号（続き）

OLED インジケータ 概要



測定前の準備 1
以下に、セカンダリ・ディスプレイのインジケータの概要を示します。

表 1-5 セカンダリ・ディスプレイの記号 

OLED インジケータ 概要

AC+DC

DC

AC

セカンダリ・ディスプレイの極性、桁、小数点

1 mW を基準にしたデシベル単位

1 V を基準にしたデシベル単位

、 、 周波数単位 : Hz、kHz、MHz

、 、 抵抗単位 : Ω、kΩ、MΩ

、 電圧単位 : mV、V

、 、 電流単位 : μA、mA、A

コンダクタンス単位 : nS

、 、 キャパシタンス単位 : nF、μF、mF

摂氏周囲温度単位

華氏周囲温度単位

周囲温度補正なし、熱電対測定のみ

パルス幅単位

バイアス表示

リーク表示
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1 測定前の準備
アナログ・バーは、アナログ・マルチメータの針をエミュレートし、オーバ
シュートを表示しません。ピークまたはヌル調整の測定や、高速に変化する入
力を表示する際には、棒グラフが便利です。更新レートが高く、高速アプリ
ケーションに対応できるからです。

周波数、デューティ・サイクル、パルス幅、4 mA ～ 20 mA % スケール、 

0 mA ～ 20 mA % スケール、dBm、dBV、温度測定の場合は、棒グラフはプラ

イマリ・ディスプレイの値を示しません。 

– 例えば、電圧または電流測定中に、周波数、デューティ・サイクル、パルス
幅のいずれかがプライマリ・ディスプレイに表示されている場合は、棒グラ
フは（周波数、デューティ・サイクル、パルス幅ではなく）電圧または電流
値を示します。 

– 4 mA ～ 20 mA の％スケール（ ）または 0 mA ～ 20 mA の％スケール

（ ）がプライマリ・ディスプレイに表示されている場合は、棒グラフは

％値ではなく電流値を示します。

“+” または “–” の記号は、測定値または計算値が正と負のどちらであるかを示

します。各セグメントは、ピーク・バー・グラフに示されたレンジに応じて、
2000 カウントまたは 400 カウントを表します。下の表を参照してください。

経過時間単位 : ダイナミック・レコーディング・モードと 1 ms ピーク・ホー

ルド・モードの場合は s（秒）

>=30 V の電圧測定または過負荷の場合の危険電圧インジケータ

表 1-5 セカンダリ・ディスプレイの記号（続き）

OLED インジケータ 概要

表 1-6 アナログ・バーのレンジとカウント

レンジ カウント／セグメント 以下の機能に使用

2000 V、A、Ω、nS、ダイオード

400 V、A、キャパシタンス
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測定前の準備 1
Shift ボタンによる表示の選択

以下の表に、Shift ボタンを使用したときの、測定機能（ロータリ・スイッチ

位置）に対するプライマリ・ディスプレイの選択を示します。

表 1-7 Shift ボタンによる表示の選択 

ロータリ・スイッチの位置（機能） プライマリ・ディスプレイ

（AC 電圧）

AC V

dBm または dBV（デュアル表示モード）[a] [b]

（AC+DC 電圧）

DC V

AC V

AC+DC V

（AC+DC 電圧）

DC mV

AC mV

AC+DC mV

（抵抗）

Ω

Ω（可聴）

nS

（ダイオードのテストおよび周波数）

ダイオード

Hz

（キャパシタンスおよび温度）

キャパシタンス

温度

（AC+DC 電流）

DC μA

AC μA

AC+DC μA
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1 測定前の準備
（AC+DC 電流）

（正のプローブを μA.mA 端子に挿入）

DC mA

AC mA

AC+DC mA

%（0 mA ～ 20 mA または 4 mA ～ 20 mA[a]）

（mA または A での読み値をセカンダリ・

ディスプレイに表示）

（AC+DC 電流）

（正のプローブを A 端子に挿入）

DC A

AC A

AC+DC A

デューティ・サイクル（%）

パルス幅（ms）

注記（［SHIFT］ボタンによる表示の選択）：

[a] セットアップ・モードの関連する設定に依存します。

[b] を 1 秒以上押すと、AC V 測定のみに戻ります。

表 1-7 Shift ボタンによる表示の選択（続き）

ロータリ・スイッチの位置（機能） プライマリ・ディスプレイ
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測定前の準備 1
Dual ボタンによる表示の選択

– を押すと、デュアル表示のさまざまな組み合わせを選択できます。

– を 1 秒より長く押し続けると、通常のシングル表示に戻ります。

– 下の表を参照してください。

表 1-8 Dual ボタンによる表示の選択 

ロータリ・スイッチの位置（機能） プライマリ・ディスプレイ セカンダリ・ディスプレイ

（AC 電圧）

AC V Hz（AC 結合）

dBm または dBV[a] AC V

（デフォルトは DC 電圧）

DC V Hz（DC 結合）

dBm または dBV[a] DC V

DC V AC V

（ を押して AC 電圧を選択）

AC V Hz（AC 結合）

dBm または dBV[a] AC V

AC V DC V

（ を 2 回押して AC+DC 電圧を

選択）

AC+DC V Hz（AC 結合）

dBm または dBV[a] AC+DC V

AC+DC V AC V

AC+DC V DC V

（デフォルトは DC 電圧）

DC mV Hz（DC 結合）

dBm または dBV[a] DC mV

DC mV AC mV

（ を押して AC 電圧を選択）

AC mV Hz（AC 結合）

dBm または dBV[a] AC mV

AC mV DC mV
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1 測定前の準備
（ を 2 回押して AC+DC 電圧を

選択）

AC+DC mV Hz（AC 結合）

dBm または dBV[a] AC+DC mV

AC+DC mV AC mV

AC+DC mV DC mV

（デフォルトは DC 電流）

DC μA Hz（DC 結合）

DC μA AC μA

（ を押して AC 電流を選択）

AC μA Hz（AC 結合）

AC μA DC μA

（ を 2 回押して AC+DC 電流を

選択）

AC+DC μA Hz（AC 結合）

AC+DC μA AC μA

AC+DC μA DC μA

（デフォルトは DC 電流）

DC mA Hz（DC 結合）

DC mA AC mA

（ を押して AC 電流を選択）

AC mA Hz（AC 結合）

AC mA DC mA

（ を 2 回押して AC+DC 電流を

選択）

AC+DC mA Hz（AC 結合）

AC+DC mA AC mA

AC+DC mA DC mA

（デフォルトは DC 電流）

DC A Hz（DC 結合）

DC A AC A

（ を押して AC 電流を選択）

AC A Hz（AC 結合）

AC A DC A

（ を 2 回押して AC+DC 電流を

選択）

AC+DC A Hz（AC 結合）

AC+DC A AC A

AC+DC A DC A

表 1-8 Dual ボタンによる表示の選択（続き）

ロータリ・スイッチの位置（機能） プライマリ・ディスプレイ セカンダリ・ディスプレイ
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測定前の準備 1
 （キャパシタンス）／

（ダイオード）／

（コンダクタンス）

nF / V / nS
セカンダリ・ディスプレイはありま

せん。°C または °F 単位の周囲温度を右

上コーナに表示します。

（抵抗） Ω
DC mV バイアス、DC A リーク

ºC または ºF 単位の周囲温度を右上コー

ナに表示します。

 （温度） °C（°F）

°C/°F または °F/°C デュアル表示を

セットアップで選択した場合は、
セカンダリ・ディスプレイは別の単位

（プライマリ・ディスプレイの逆）での
温度を示します。シングル単位表示を

セットアップで選択した場合は、
セカンダリ・ディスプレイはありませ
ん。°C または °F 単位の周囲温度を右上

コーナに表示します。0 °C 補正を選択

するには を押します。

注記（［DUAL］ボタンによる表示の選択）：

[a] セットアップ・モードの関連する設定に依存します。

表 1-8 Dual ボタンによる表示の選択（続き）

ロータリ・スイッチの位置（機能） プライマリ・ディスプレイ セカンダリ・ディスプレイ
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1 測定前の準備
Hz ボタンによる表示の選択

周波数測定機能を使用すると、ニュートラル線の高調波電流の存在を検出し、
これらのニュートラル電流が不平衡位相またはノンリニア負荷の結果であるか
どうかを判断できます。

– を押すと、電流または電圧測定での周波数測定モードに入ります。 

セカンダリ・ディスプレイに電圧または電流、プライマリ・ディスプレイ
に周波数が表示されます。

– 別の方法として、もう一度 を押すことにより、プライマリ・ディスプ

レイにパルス幅（ms）またはデューティ・サイクル（%）を表示できます。

これにより、リアルタイムの電圧または電流を、周波数、デューティ・サ
イクル、またはパルス幅と一緒に同時にモニタすることができます。 

– を 1 秒より長く押し続けると、元のようにプライマリ・ディスプレイ

に電圧または電流読み値が表示されます。

表 1-9 Hz ボタンによる表示の選択 

ロータリ・スイッチの位置（機能） プライマリ・ディスプレイ セカンダリ・ディスプレイ

（ の場合は を押して AC 電圧を

選択）

周波数（Hz）

AC Vパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（%）

（デフォルトは DC 電圧）

周波数（Hz）

DC Vパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（%）

（ を 2 回押して AC+DC 電圧を選択）

周波数（Hz）

AC+DC Vパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（%）
44 Keysight U1253B ユーザーズ／サービス・ガイド



測定前の準備 1
（デフォルトは DC 電圧）

周波数（Hz）

DC mVパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（%）

（ を押して AC 電圧を選択）

周波数（Hz）

AC mVパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（%）

（ を 2 回押して AC+DC 電圧を選択）

周波数（Hz）

AC+DC mVパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（%）

（デフォルトは DC 電流）

周波数（Hz）

DC μAパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（%）

（ を押して AC 電流を選択）

周波数（Hz）

AC μAパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（%）

（ を 2 回押して AC+DC 電流を選択）

周波数（Hz）

AC+DC μAパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（%）

（デフォルトは DC 電流）

周波数（Hz）

DC mA または Aパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（%）

（ を押して AC 電流を選択）

周波数（Hz）

AC mA または Aパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（%）

表 1-9 Hz ボタンによる表示の選択（続き）

ロータリ・スイッチの位置（機能） プライマリ・ディスプレイ セカンダリ・ディスプレイ
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1 測定前の準備
（ を 2 回押して AC+DC 電流を選択）

周波数（Hz）

AC+DC mAパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（%）

Hz（周波数カウンタ）

（Divide-1 入力に対してのみ適用可能）

周波数（Hz） パルス幅（ms）

パルス幅（ms）
周波数（Hz）

デューティ・サイクル（%）

表 1-9 Hz ボタンによる表示の選択（続き）

ロータリ・スイッチの位置（機能） プライマリ・ディスプレイ セカンダリ・ディスプレイ
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測定前の準備 1
端子の概要

図 1-8 コネクタ端子

本器の損傷を避けるために、定格入力リミットを超えないようにしてくだ
さい。
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1 測定前の準備
表 1-10 さまざまな測定機能用の端子接続

ロータリ・スイッチの位置 入力端子 過負荷保護

COM

1000 Vrms

<0.3 A のショートに対して
1000 Vrms

μA.mA COM 440 mA/1000 V、30 kA 高速作

動ヒューズ

A COM 11 A/1000 V、30 kA
高速作動ヒューズ

COM

COM 440 mA/1000 V
高速作動ヒューズ
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Keysight U1253B 真の実効値 OLED マルチメータ

ユーザーズ／サービス・ガイド
2 測定の実行

測定手順     50
電圧の測定     50
AC および DC 信号の測定     54
電流の測定     55
周波数カウンタ     60
抵抗測定、コンダクタンス測定、導通テスト     62
ダイオードのテスト     69
キャパシタンスの測定     72
温度の測定     74
測定中のアラートと警告     77

この章では、U1253B 真の実効値 OLED マルチメータを使用した測定の実行方

法について説明します。
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2 測定の実行
測定手順

測定を行う場合は、図に示されている番号順に実行してください。手順の詳細
については、以下の表 2-1 を参照してください。

電圧の測定

U1253B 真の実効値 OLED マルチメータは、正弦波だけでなく、方形波、三角

波、階段波などの他の AC 信号に対しても、正確な実効値を返します。

DC オフセットを持つ AC に対しては、ロータリ・スイッチで または

を選択することにより、AC+DC 測定を選択します。

表 2-1 手順の概要（番号順）

番号 手順

図に示されている測定オプションまでロータリ・スイッチを回します

図に示されている入力端子にテスト・リードを接続します

テスト・ポイントをプロービングします

ディスプレイ上の結果を読み取ります

測定前には、それぞれの測定に対して端子接続が正しいことを確認してく
ださい。デバイスの損傷を避けるために、定格入力リミットを超えないよ
うにしてください。
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測定の実行 2
AC 電圧の測定

AC 電圧を測定するには、図 2-1 に示すようにマルチメータをセットアップし

ます。テスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。

図 2-1 AC 電圧の測定

赤のリ
黒のリード線
ード線

– 必要に応じて、 を押して、ディスプレイに が表示されることを確

認します。

– を押して、デュアル測定を表示します。表示可能なデュアル測定の一

覧については、表 1-8「Dual ボタンによる表示の選択」（41 ページ）を参

照してください。

– を 1 秒より長く押すと、デュアル表示モードが終了します。
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2 測定の実行
DC 電圧の測定

DC 電圧を測定するには、図 2-2 に示すようにマルチメータをセットアップし

ます。テスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。

– 必要に応じて、 を押して、ディスプレイに が表示されることを確

認します。

– を押して、デュアル測定を表示します。表示可能なデュアル測定の一

覧については、表 1-8「Dual ボタンによる表示の選択」（41 ページ）を参

照してください。 

– を 1 秒より長く押すと、デュアル表示モードが終了します。

– ファームウェア・バージョン 2.25 以下の場合、フィルタ機能はデフォルト

でオフになっています。安全性の強化と測定性能の改善を図るため、お使
いの製品を 新のファームウェア・バージョンにアップデートすることを
強くお勧めします。

– アナログ／デジタル混載信号の DC 電圧を DC 測定モードで測定する場

合、フィルタがオンになっていることを確認します（「フィルタの設定」
（143 ページ）を参照）。

– 感電事故や怪我を防ぐために、人体に危険な DC 電圧の存在を確認するた

めのローパス・フィルタをオンにしてください。表示される DC 電圧値は、

高周波 AC 成分の影響を受ける可能性があるため、正確な読み値を得るに

は、フィルタする必要があります。 
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測定の実行 2
図 2-2 DC 電圧の測定

赤のリ
黒のリード線
ード線
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2 測定の実行
AC および DC 信号の測定

マルチメータには、信号の電圧または電流の AC 成分と DC 成分の両方を、2 つ

の異なる読み値として、または 1 つの AC ＋ DC（rms）値として表示する機能

があります。

1 必要な測定に合わせて、マルチメータをセットアップします。ロータリ・
スイッチを次の位置に設定します。

a 電圧測定の場合： または

b 電流測定の場合： または

2 キーを 2 回押して、測定機能を AC ＋ DC モード（ ）に切り替えま

す。テスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。

AC 電圧の DC オフセットを測定する際の確度を改善するには、まず AC 電圧を

測定します。AC 電圧レンジを記録し、AC レンジと同じかそれより大きい DC
電レンジを手動で選択します。この手順を使用すれば、入力保護回路が動作し
ないため、DC 測定の確度が改善されます。

Shift
ViewEsc

– を押すと、使用可能なデュアル表示の組み合わせが順に切り替わります。

– を押すと、電圧測定の周波数テスト・モードがオンになります。詳細
については「周波数カウンタ」（60 ページ）を参照してください。

Exit
Dual

Hz % ms
Log
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測定の実行 2
電流の測定

µA および mA 測定

µAやmAを測定するには、図2-3に示すようにマルチメータをセットアップしま

す。テスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。

– を押すと、DC、AC、AC ＋ DC、％スケール電流測定が切り替わります。

– μA 測定の場合は、ロータリ・スイッチを に設定し、正のテスト・

リードを μA.mA に接続します。

– mA 測定の場合は、ロータリ・スイッチを に設定し、正のテス

ト・リードを μA.mA に接続します。

– A（アンペア）測定の場合は、ロータリ・スイッチを に設定し、

正のテスト・リードを A に接続します。

– を押して、デュアル測定を表示します。表示可能なデュアル測定の一

覧については、表 1-8「Dual ボタンによる表示の選択」（41 ページ）を参

照してください。 

– を 1 秒より長く押すと、デュアル表示モードが終了します。

– アナログ／デジタル混載信号の DC 電流を DC 測定モードで測定する場

合は、フィルタがオンになっていることを確認します（「フィルタの設
定」（143 ページ）を参照）。

– DC オフセットのある AC 電流信号の測定については、「AC および DC 信

号の測定」（54 ページ）を参照してください。
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2 測定の実行
図 2-3 μA および mA 電流の測定

赤のリ

黒のリ

ード線

ード線
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測定の実行 2
4 mA ～ 20 mA の % スケール

％スケールを測定するには、図 2-4 に示すようにマルチメータをセットアップ

します。テスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。

4 mA ～ 20 mA または 0 mA ～ 20 mA の％スケールは、下に示すように 2 つの

レンジに設定されます。

– を押して % スケール表示を選択します。 

ディスプレイに  または  が表示されることを確認します。

– 4 mA ～ 20 mA または 0 mA ～ 20 mA の％スケールは、対応する DC mA 測

定を使用して計算されます。U1253B は、分解能を自動的に 適化します

（以下の表 2-2 を参照）。

– を押すと測定レンジを変更できます。

表 2-2 % スケールと測定レンジ

パーセンテージ・スケール（4 mA ～ 20 または 0 mA ～ 20 mA）:
常にオートレンジ

DC mA: オートレンジまたは手動レ

ンジ

999.99%
50 mA、500 mA

9999.9%
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2 測定の実行
図 2-4 4 mA ～ 20 mA の測定スケール

赤のリ
黒のリード線
ード線
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測定の実行 2
A（アンペア）測定

A（アンペア）を測定するには、図 2-5 に示すようにマルチメータをセット

アップします。テスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。

図 2-5 A（アンペア）電流測定

赤のテスト・リードと黒のテスト・リードをそれぞれ 10 A 入力端子 A（赤）

と COM（黒）に接続します。赤のテスト・リードを A（赤）端子に差し込む

と、マルチメータが自動的に測定に設定されます。

赤のリ

黒のリード線

ード線
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2 測定の実行
周波数カウンタ

周波数を測定するには、図 2-6 に示すようにマルチメータをセットアップしま

す。テスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。

– 周波数カウンタは、低電圧アプリケーションだけに使用できます。AC
電源ライン・システムに対しては、絶対に周波数カウンタを使用しない
でください。

– 入力が 30 Vpp を超える場合は、周波数カウンタの代わりに、電流また

は電圧測定の下にある周波数測定モードを使用する必要があります。

– を押して、周波数カウンタ（ ）機能を選択します。デフォルト

では、入力信号周波数は 1 で分周されます。これにより、 大周波数

985 kHz の信号を測定できます。

– 表示値が不安定または 0 の場合は、を押して入力信号周波数の分周 100 を

選択します（ディスプレイにが表示されます）。これにより、 大 20 MHz
の高周波数レンジの測定が可能です。

– 上記の手順の後でも読み値が不安定な場合は、信号はレンジ外です。

– を押すと、パルス幅 (ms）、デューティ・サイクル（%）、周波数（Hz）
の各測定が順に切り替わります。
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測定の実行 2
図 2-6 周波数の測定

赤のリ
黒のリ

Range 
を押す

ード線
ード線
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2 測定の実行
抵抗測定、コンダクタンス測定、導通テスト

抵抗を測定するには、図 2-8 に示すようにマルチメータをセットアップしま

す。次に、抵抗の分岐によりテスト・ポイントをプロービングし、表示を読み
取ります。

スマート Ω

スマート Ω は、抵抗オフセット補正法を使用して、測定器内、入力、または

被測定回路に存在し、抵抗測定の誤差の原因となる予期しない DC 電圧を除去

します。また、セカンダリ・ディスプレイにバイアス電圧またはリーク電流
（バイアス電圧と補正済み抵抗値から計算した値）を表示します。オフセット
補正法では、マルチメータは、2 通りの異なるテスト電流を印加したときの 

2 つの抵抗測定値の差を取ることにより、入力回路のオフセット電圧を判定し

ます。表示される測定結果ではこのオフセットが補正されるので、抵抗測定の
確度が上がります。

マルチメータや被試験デバイスの損傷を防ぐために、抵抗またはコンダク
タンスを測定する前には、回路の電源を切断し、すべての高電圧キャパシ
タを放電してください。

を押すと、可聴導通テスト（セットアップに応じて  または ）、

コンダクタンス測定（ ）、抵抗測定（ 、 、 のいずれか）が順

に切り替わります（図 2-9（65 ページ）を参照）。
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測定の実行 2
スマート Ω は、500 Ω、5 kΩ、50 kΩ、500 kΩ の抵抗レンジでのみ使用できま

す。補正可能なオフセット／バイアス電圧の 大値は、500 Ω レンジで ±1.9 V、
5 kΩ、50 kΩ、500 kΩ レンジで ±0.35 V です。

– スマート Ω 機能をオンにするには、 を押します。バイアス表示とリー

ク表示を切り換えるには、 をもう一度押します。

– スマート Ω 機能をオフにするには、 を 1 秒より長く押します。

図 2-7 スマート Ω をオンにしたときの表示のタイプ

スマート Ω をオンにすると、測定時間が長くなります。

バイアス表示

リーク表示
押す 押す 
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2 測定の実行
図 2-8 抵抗の測定

黒のリ
赤のリ
ード線

ード線
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測定の実行 2
図 2-9 抵抗、可聴導通、コンダクタンス・テスト

抵抗

可聴導通

Shift を押す

Shift を押す

Shift を押す

コンダクタンス
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2 測定の実行
可聴導通

500 Ω レンジでは、抵抗値が 10 Ω を下回ったときに、ビープ音が鳴ります。そ

の他のレンジでは、抵抗値が下の表 2-3 に示す代表値を下回ったときに、ビー

プ音が鳴ります。

表 2-3 可聴導通測定のレンジ

測定レンジ ビープ音しきい値

500.00 Ω < 10 Ω

5.0000 kΩ < 100 Ω

50.000 kΩ < 1 kΩ

500.00 kΩ < 10 kΩ

5.0000 MΩ < 100 kΩ

50.000 MΩ < 1 MΩ

500.00 MΩ < 10 MΩ

導通をテストする場合は、ショート導通とオープン導通のどちらをテストする
かを選択できます。

– デフォルトでは、マルチメータはショート導通に設定されています。

– オープン導通を選択するには を押します。
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測定の実行 2
図 2-10 ショート導通およびオープン導通テスト

コンダクタンス

コンダクタンスを測定するには、図 2-11 に示すようにマルチメータをセット

アップします。テスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。

コンダクタンス測定機能を使うと、 大 100 GΩ のきわめて大きい抵抗を容易

に測定できます。高抵抗読み値はノイズの影響を受けやすいので、ダイナミッ
ク・レコーディング・モードを使って平均読み値を捕捉する方法があります。
詳細については、「ダイナミック・レコーディング」（82 ページ）を参照して

ください。

ショート導通

オープン導通
押す 押す 
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2 測定の実行
図 2-11 コンダクタンス測定

赤のリ
黒のリード線
ード線
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測定の実行 2
ダイオードのテスト

ダイオードをテストするには、回路の電源をオフにし、回路からダイオードを
取り外します。 

図 2-12 に示すようにマルチメータをセットアップし、正の端子（アノード）

に赤のプローブ・リード、負の端子（カソード）に黒のプローブ・リードを使
用して、表示を読み取ります。 

次に、プローブを逆転して再度ダイオードの電圧を測定します（図 2-13
（71 ページ）を参照）。以下に基づいてダイオードのテストの結果を判断し

ます。

– 逆方向バイアス・モードでマルチメータが “OL” と表示した場合は、ダイ

オードは正常と考えられます。

– 順方向バイアス・モードと逆方向バイアス・モードの両方でマルチメータ
が約 0 V を表示し、ビープ音が連続して鳴る場合は、ダイオードはショー

トと考えられます。

– 順方向バイアス・モードと逆方向バイアス・モードの両方でマルチメータ
が “OL” と表示した場合は、ダイオードはオープンであると考えられます。

マルチメータの損傷を防ぐために、ダイオードをテストする前には、回路
の電源を切断し、すべての高電圧キャパシタを放電してください。

– ダイオードのカソードには目印としてバンドがついています。

– このマルチメータは、 大約 3.1 V までのダイオードの順方向バイアスを

表示できます。代表的なダイオードの順方向バイアスは、0.3 V ～ 0.8 V の

範囲です。
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2 測定の実行
図 2-12 ダイオードの順方向バイアスの測定

赤のリ
黒のリード線
ード線
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測定の実行 2
図 2-13 ダイオードの逆方向バイアスの測定

赤のリ
黒のリード線
ード線
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2 測定の実行
キャパシタンスの測定

U1253B 真の実効値 OLED マルチメータでは、キャパシタを既知の電流で一定

期間充電し、電圧を測定した後で、キャパシタンスが計算されます。キャパシ
タが大きいほど、充電時間が長くなります。キャパシタンス測定のヒントをい
くつか以下に示します。

測定のヒント：

– 10000 μF を超えるキャパシタンスを測定する場合は、 初にキャパシタを

放電してから、適切な測定レンジを選択します。これにより測定時間が短
縮され、正しいキャパシタンス値が得られることが保証されます。

– 小さいキャパシタンスを測定する場合は、マルチメータとリードの残留
キャパシタンスを補正するために、テスト・リードをオープンにした状態

で を押します。

図 2-14 に示すようにマルチメータをセットアップします。キャパシタの正の端子

に赤のテスト・リード、負の端子に黒のテスト・リードを使用して、表示を読み
取ります。

マルチメータや被試験デバイスの損傷を防ぐため、キャパシタンスを測定
する前に、回路の電源を切断し、すべての高電圧キャパシタを放電してく
ださい。キャパシタが完全に放電されたことを確認するには、DC 電圧機

能を使用します。

 は、キャパシタが充電中であることを示します。 は、キャパシタが放電

中であることを示します。
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測定の実行 2
図 2-14 キャパシタンス測定

黒のリード線

赤のリード線
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2 測定の実行
温度の測定

ビーズ型の熱電対プローブは、PTFE 互換環境での－ 20 ℃～ 200 ℃の温度測定

に適しています。熱電対プローブは、推奨する動作温度範囲を超えて使用しな
いでください。この熱電対プローブを液体に浸けないでください。液体やゲル
の場合はメッキ・プローブ、空気測定の場合はエア・プローブなど、各アプリ
ケーション専用の熱電対プローブを使用してください。 

温度を測定するには、図 2-17 に示すようにマルチメータをセットアップする

か、以下の手順に従います。

1 を押して、温度測定を選択します。

2 図 2-15 に示すように、小型サーマル・プローブを無補正のトランスファ・

アダプタに接続します。次に、図 2-16 に示すように、アダプタ付きのサー

マル・プローブをメータの入力端子に接続します。

3 高の性能を得るには、メータを 1 時間以上動作環境に放置して、周囲温

度に対して安定させます。

4 測定する表面をきれいにし、プローブがしっかりと表面に接触するように
します。印加電力をオフにしてください。

5 周囲温度より高い温度を測定する場合は、熱電対を表面に沿って動かしな
がら、 も高い温度読み値を読み取ります。

6 周囲温度より低い温度を測定する場合は、熱電対を表面に沿って動かしな
がら、 も低い温度読み値を読み取ります。

7 すばやく測定を行うには、0 °C 補正を使用して熱電対センサの温度変動を

観察します。0 °C 補正を使用すると、相対温度をすぐに測定できます。

熱電対リードを鋭角に曲げないでください。何度も曲げているうちに、
リードが断線するおそれがあります。
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測定の実行 2
図 2-15 サーマル・プローブの無補正のトランスファ・アダプタへの接続

図 2-16 アダプタを付けたプローブのマルチメータへの接続
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2 測定の実行
周囲温度が一定でない環境で作業する場合は、以下のようにします。

1 を押して 0 °C 補正を選択します。これにより、相対温度をすばやく

測定できます。

2 熱電対プローブと測定する表面が接触しないようにしてください。

3 安定した読み値が得られたら、 を押して読み値を相対基準温度として

設定します。

4 測定する表面に熱電対プローブを接触させます。

5 相対温度の表示を読み取ります。

図 2-17 表面温度測定

Dual を
押す
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測定の実行 2
測定中のアラートと警告

過負荷アラート

このマルチメータには、オートレンジと手動レンジの両方のモードに電圧測定
の過負荷アラート機能が装備されています。セットアップ・モードで設定した
V-ALERT 値を測定電圧が超えた場合は、マルチメータは一定間隔でビープ音を

発します。ただちにテスト・リードを被測定ソースから離してください。

デフォルトでは、この機能はオフになっています。必要に応じてアラート電圧
を設定してください。

また、危険な高電圧に対する事前の警告として、DC V、AC V、AC+DC V の 3 つ

の測定モードすべてで、測定電圧が 30 V 以上になると、マルチメータは を表

示します。

手動で測定レンジを選択している場合は、測定値がレンジ外になると、ディス
プレイに OL と表示されます。

安全のために、過負荷アラートに注意してください。このアラートが発生
した場合は、すぐにテスト・リードを測定ソースから取り外してください。
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2 測定の実行
入力警告

テスト・リードが A 入力端子に挿入されたときに、ロータリ・スイッチが対応

する mA.A 位置に設定されていない場合は、ビープ音が鳴り続けます。テス

ト・リードを A 入力端子から取り外すまで、Error ON A INPUT という警告メッ

セージが表示されます。図 2-18 を参照してください。

図 2-18 入力端子の警告
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測定の実行 2
充電端子アラート

 端子が 5 V を超える電圧レベルを検出し、ロータリ・スイッチが対応

する  位置に設定されていない場合は、連続的なアラート・ビープ音が

鳴ります。テスト・リードを  入力端子から取り外すまで、Error ON 
mA INPUT という警告メッセージが表示されます。

以下の図 2-19 を参照してください。

図 2-19 充電端子アラート
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2 測定の実行
これは空白のページです。
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この章では、U1253B 真の実効値 OLED マルチメータの機能と特長について説

明します。
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3 機能
ダイナミック・レコーディング

ダイナミック・レコーディング・モードは、間欠的なターンオン／ターンオフ
電圧または電流サージの検出や、無人での測定性能の検証に使用できます。読
み値を記録している間は、別の作業を実行できます。

平均読み値は、不安定な入力のスムージング、回路が動作している % 時間の

評価、回路性能の確認に有効です。経過時間はセカンダリ・ディスプレイに表
示されます。 長時間は 99999 s です。この 長時間を超えると、ディスプレ

イに “OL” が表示されます。

1 ダイナミック・レコーディング・モードに入るには、 を 1 秒以上押し

ます。マルチメータは、連続モードまたは非データ・ホールド（非トリガ）

モードになります。 と現在の測定値が表示されます。新しい

大値または 小値が記録されるとビープ音が鳴ります。

2 を押すと、 大読み値（ ）、 小読み値（ ）、

平均読み値（ ）、現在の読み値（ ）が順に表示され

ます。

3 または を 1 秒以上押すと、ダイナミック・レコーディング・

モードが終了します。

– を押すと動的記録が再開されます。

– 平均値は、ダイナミック・レコーディング・モードで取り込まれたすべて
の測定値の真の平均です。過負荷が記録された場合は、アベレージング機
能は停止し、平均値は “OL”（過負荷）になります。オート・パワー・オフ

はダイナミック・レコーディング・モードではオフになります。
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機能 3
図 3-1 ダイナミック・レコーディング・モードの操作

Max Min 

を 1 秒より

長く押す

Max Min
を押す

Max Min
を押す

Max Min
を押す

Max Min を 1 秒より長く

押す

Max Min を 1 秒より長く

押す

Max Min を 1 秒より長く

押す

または を 1 秒以上

押します。

または を 1 秒以上

押します。

または を 1 秒以上

押します。
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3 機能
データ・ホールド（トリガ・ホールド）

データ・ホールド機能を使用すると、表示値を固定できます。

1 をもう一度押すと、次の測定値が固定されます。ディスプレイで新し

い値が更新される前に、 インジケータに文字 “T” が点滅します。

2 をもう一度押すと、次の測定値が固定されます。ディスプレイで新し

い値が更新される前に、 インジケータに文字 “T” が点滅します。

3 データ・ホールド・モードでは、 を押すことで、DC、AC、AC+DC 測

定を切り替えられます。

4 または を 1 秒以上押すと、データ・ホールド機能が終了します。
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機能 3
図 3-2 データ・ホールド・モードの操作

Hold を押す

Hold を

押す

Hold を

押す
読み取り中 
（“T” が点滅）

読み取り中 
（“T” が点滅）

Shift を
押す

更新済み 更新済み
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3 機能
リフレッシュ・ホールド

リフレッシュ・ホールド機能を使用すると、表示値を固定できます。棒グラフ
は保持されず、瞬時測定値を反映し続けます。変動する値を測定している場合
は、セットアップ・モードを使ってリフレッシュ・ホールド・モードをオンに
できます。この機能は、保持された値を新しい測定値によって自動トリガまた
は更新し、注意を促す音を発します。

1 ボタンを押すと、リフレッシュ・ホールド・モードに入ります。現在

値が保持され、 インジケータがオンになります。

2 測定値の変動が変動カウント設定を超えると、新しい測定値の固定が準備

されます。マルチメータが新しい安定値を待っている間は、 イン

ジケータに文字 “R” が点滅します。

3 新しい測定値が安定すると、 インジケータの点滅が止まり、新し

い値がディスプレイ上で更新されます。 は再びオンになり、マル

チメータは注意を促す音を発します。

4 もう一度 を押すと、この機能がオフになります。 を 1 秒より長く

押すことによっても、この機能を終了できます。
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機能 3
図 3-3 リフレッシュ・ホールド・モードの操作

Hold を

押す

Shift を
押す

更新済み

変動カウント > 
設定

読み取り中 
（“R” が点滅）

– 電圧測定と電流測定では、読み値が 500 カウント未満の場合は、保持値は

更新されません。

– 抵抗測定とダイオード測定では、読み値が “OL”（オープン・ステート）の

場合は、保持値は更新されません。

– すべての測定タイプで、読み値が安定した状態になるまで保持値は更新さ
れません。
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3 機能
ヌル（相対）

ヌル機能は、現在の測定値から記憶されている値を減算し、両者の差を表示し
ます。

1 を押して、表示された値を以降の測定値から減算する基準値として記

憶し、表示をゼロに設定します。 が表示されます。

2 を押すと、記憶されている基準値が表示されます。 と記憶さ

れている基準値が 3 秒間表示されます。

3 このモードを終了するには、 と記憶されている基準値が表示され

てから 3 秒以内に を押します。

ヌルは、オートレンジ設定と手動レンジ設定のどちらにも設定できますが、過
負荷が発生しているときには設定することができません。

– 抵抗測定モードでは、リードの抵抗があるため、2 本のテスト・リードを

直接接触させた場合でもマルチメータの読み値は 0 になりません。このた

め、ヌル機能を使用して表示を 0 に調整します。

– DC 電圧測定モードでは、熱起電力が確度に影響します。テスト・リードを

ショートさせて、表示値が安定した後 を押すことにより、表示を 0 に

調整します。
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機能 3
図 3-4 ヌル（相対）モードの操作

Null を
押す

Null を
押す

3 秒後に自動的に

戻る

このモードを終
了するには  
O’BASE が表示

されている間に
Null を押す（ま

たは Dual を 

1 秒より長く 

押す）
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3 機能
デシベル表示

dBm 単位は、基準抵抗に供給されるパワーを、1 mW を基準にして計算しま

す。DC V 測定、AC V 測定、AC ＋ DC V 測定に適用してデシベル変換を行いま

す。電圧測定を dBm に変換するには、以下の式が使用されます。

(1)

基準インピーダンスは、セットアップ・モードで 1 Ω ～ 9999 Ω の範囲で指定

できます。デフォルト値は 50 Ω です。

dBV 単位は、1 V を基準にして電圧を計算します。 式を以下に示します。

(2)

1 ロータリ・スイッチが 、 、 のいずれかに設定された状

態で、 を押すと、dBm または dBV[1] 測定がプライマリ・ディスプレイ

に表示されます。電圧測定は、セカンダリ・ディスプレイに示されます。

2 を 1 秒より長く押すと、このモードが終了します。

[1] セットアップ・モードの設定に依存します。

dBm 10
1000 measured voltage( )2×

reference impedance
---------------------------------------------------------------
 
 
 
 

log=

dBV 20 measured voltage( )log=
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機能 3
図 3-5 dBm 表示モードの操作

Dual を
押す

Dual を
押す

Dual を
押す

Dual を 

1 秒より長

く押す
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3 機能
図 3-6 dBV 表示モードの操作

Dual を
押す

Dual を
押す

Dual を
押す

Dual を 

1 秒より長

く押す
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機能 3
1 ms ピーク・ホールド

この機能を使用すれば、ピーク電圧を測定して、分電回路変圧器、力率補正
キャパシタなどのコンポーネントを解析できます。取得したピーク電圧からク
レスト・ファクタを求めることができます。

(3)

1 を 1 秒より長く押すと、1 ms ピーク・ホールド・モードのオンとオ

フが切り替わります。

2 を押すと、 大と 小のピーク読み値が切り替わります。

は 大ピークを示し、 は 小ピークを示します。

3 または を 1 秒より長く押すと、このモードが終了します。

4 図 3-7（94 ページ）に示す測定例では、クレスト・ファクタは 

2.2669/1.6032 = 1.414 です。

Crest factor
Peak value

True RMS value
--------------------------------------=

– 読み値が “OL” の場合は、 を押して測定レンジを変更し、ピーク記録測

定を再スタートします。

– レンジを変更せずにピーク記録を再スタートしたい場合は、 を押します。
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3 機能
図 3-7 1 ms ピーク・ホールド・モードの操作

Peak を 1 秒より

長く押す

Max Min を押す

Dual を押し

てリセット

Max Min を押す

捕捉開始

Range
を押す

Range
を押す

捕捉開始

（注記：Negative P-HOLD- の状態で RANGE を押す

と、表示は Positive P-HOLD+ に変わります）
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機能 3
データ・ロギング

データ・ロギング機能は、テスト・データを記録して後で観察や解析を行うた
めに使用します。データは不揮発性メモリに記憶されるので、マルチメータを
オフにしたり、電池を交換したりしても、データは保持されます。 

データ・ロギングには手動（ハンド）ロギングとインターバル（タイム）ロギ
ングの 2 つのオプションがあり、セットアップ・モードで選択します。

データ・ロギングでは、プライマリ・ディスプレイの値だけが記憶されます。

手動ロギング

初に、セットアップ・モードで手動（ハンド）ロギングが指定されているこ
とを確認します。

1 を 1 秒より長く押すと、プライマリ・ディスプレイ上の現在の値と機

能がメータのメモリに記録されます。 とロギング・インデックスが 

3 秒間表示されます。

2 をもう一度押し続けると、次の値がメモリに保存されます。
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3 機能
図 3-8 手動（ハンド）ロギング・モードの操作

図 3-9 フル・ログ

Log を 1 秒よ

り長く押す

もう一度 Log を 1 秒

より長く押すと各デー
タが記録される

表示は 3 秒後に

通常に戻る

記録できる読み値の 大数は 100 エントリです。100 エントリがすべて記録さ

れると、ロギング・インデックスは図 3-9 に示すように “Full” と表示されます。

Log を 1 秒よ

り長く押す

3 秒後に自動

的に戻る
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機能 3
インターバル・ロギング

初に、セットアップ・モードでインターバル（タイム）ロギングが指定され
ていることを確認します。

1 を 1 秒より長く押すと、プライマリ・ディスプレイ上の現在の値と機

能がメータのメモリに記録されます。 とロギング・インデックスが表

示されます。それ以後、セットアップ・モードで指定された間隔（LOG 
TIME）で、読み値がメモリに自動的に記録されます。このモードの操作方

法については、図 3-10（98 ページ）を参照してください。

2 を 1 秒より長く押すと、このモードが終了します。

記録できる読み値の 大数は 1000 エントリです。1000 エントリがすべて記録

されると、ロギング・インデックスは “Full” と表示されます。

インターバル（タイム）ロギングの動作中は、キーパッドの操作は Log キー

以外は無効になります。このキーを 1 秒より長く押すと、このモードが終了

します。また、インターバル・ロギング中はオート・パワー・オフは無効に
なります。
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3 機能
図 3-10 インターバル（タイム）ロギング・モードの動作

Log を 1 秒よ

り長く押す

Log を 1 秒よ

り長く押す

初のインターバ
ルの後

後のインターバ
ルの後

Log を 1 秒より

長く押す

後のイン
ターバル＋ 1

ロギング停止
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機能 3
ログ・データのレビュー

1 を 1 秒より長く押すと、ログ・レビュー・モードに入ります。 新の

記録データ、 、 新のロギング・インデックスが表示されます。

2 を押すと、手動（ハンド）ロギングとインターバル（タイム）ロギン

グのレビュー・モードが切り替わります。

3 を押すとログ・データを昇順で、 を押すと降順で次々に表示できます。

を押すと 初のレコード、 を押すと 後のレコードにすばやく移動で

きます。

4 各ログ・レビュー・モードで を 1 秒以上押すと、ログ・データがクリ

アされます。

5 を 1 秒より長く押すと、ロギングが停止し、このモードが終了します。
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3 機能
図 3-11 ログ・レビュー・モードの操作

View を 1 秒より長く押す

View
を押す

もう一度 Log を 1 秒より
長く押すとすべての手動
ログがクリアされる

もう一度 Log を 1 秒より長
く押すとすべてのインター
バル・ログがクリアされる

押す を押して を押して を押して 

を押して を押して を押して を押して 

を押し
て 

を押し
て 

を押し
て 

を押し
て 
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機能 3
方形波出力

U1253B 真の実効値 OLED マルチメータの方形波出力は、同期クロック・ソー

ス（ボーレート・ジェネレータ）を実現するための PWM（パルス幅変調）出

力の発生に使用できます。この機能を使用して、流量計表示、カウンタ、タコ
メータ、オシロスコープ、周波数コンバータ、周波数トランスミッタや、その
他の周波数入力デバイスのチェックと校正を行うこともできます。

方形波出力周波数の選択

1 ロータリ・スイッチを に設定します。デフォルトのパルス幅は

0.8333 ms、デフォルトの周波数は 600 Hz で、それぞれプライマリ・ディ

スプレイとセカンダリ・ディスプレイに表示されます。

2 を押すと、プライマリ・ディスプレイでデューティ・サイクルとパル

ス幅が切り替わります。

3 または を押すと、使用可能な周波数が順に表示されます（29 の周波数

から選択できます）。

表 3-1 方形波出力に使用可能な周波数

周波数（Hz）

0.5、1、2、5、6、10、15、20、25、30、40、50、60、75、80、100、120、150、200、240、300、400、480、
600、800、1200、1600、2400、4800
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3 機能
図 3-12 方形波出力の周波数調整

押す 

を押して を押して 

を押し

て 
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機能 3
方形波出力のデューティ・サイクルの選択

1 ロータリ・スイッチを に設定します。 

2 を押して、プライマリ・ディスプレイでデューティ・サイクル（%）

を選択します。

3 または を押して、デューティ・サイクルを調整します。デューティ・

サイクルは 256 のステップで設定でき、各ステップは 0.390625% に相当し

ます。表示の 高分解能は 0.001% です。

図 3-13 方形波出力のデューティ・サイクル調整

を押して を押して 

を押して を押して 

を押し

て 

を押し

て 
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3 機能
方形波出力のパルス幅の選択

1 ロータリ・スイッチを に設定します。 

2 を押して、プライマリ・ディスプレイでパルス幅（ms）を選択します。

3 または を押して、パルス幅を調整します。パルス幅は 256 のステップ

で設定でき、各ステップは 1/（256× 周波数）に相当します。表示されるパ

ルス幅は、5 桁（9.9999 ～ 9999.9 ms の範囲）に自動的に調整されます。

図 3-14 方形波出力のパルス幅調整

を押して を押して 

を押して を押して 

を押し

て 

押す 
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機能 3
リモート通信

マルチメータには双方向（全 2 重）通信機能があり、マルチメータから PC へ

のデータ転送に使用できます。この機能にはアクセサリとしてオプションの
IR-USB ケーブルが必要であり、Keysight Web サイトからダウンロードできる

アプリケーション・ソフトウェアから使用します。

PC とメータのリモート通信の詳細な実行方法については、Keysight GUI Data 
Logger ソフトウェアを実行して［Help］をクリックしてください。詳細につ

いては、『GUI Data Logger クイック・スタート・ガイド』（U1251-90023）を参

照してください。

図 3-15 リモート通信のケーブル接続

PC に接続
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3 機能
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4 デフォルト設定の変更
セットアップ・モードの選択

セットアップ・モードに入るには、 を 1 秒より長く押します。

セットアップ・モードでメニュー項目設定を変更するには、以下の手順を実行
します。

1 または を押して、選択したメニュー・ページを表示します。

2 または を押して、変更する項目に移動します。

3 を押して EDIT モードに入り、変更する項目を調整します。EDIT モー

ドでは次の操作を行います。

a または を押して調整する桁を選択します。

b または を押して値を調整します。

c を押すと、変更を保存せずに EDIT モードを終了します。

d を押すと、変更を保存して EDIT モードを終了します。

4 を 1 秒より長く押すと、セットアップ・モードが終了します。
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デフォルト設定の変更 4
デフォルト出荷時設定と使用可能な設定オプション

次の表は、各メニュー項目とそれに対応するデフォルト設定および使用可能な
オプションを示します。

表 4-1 各機能に対応するデフォルト出荷時設定、および使用可能な設定オプション 

メニュー 機能
デフォルト出
荷時設定

使用可能な設定オプション

1

RHOLD 500 リフレッシュ・ホールド

– この機能をオンにするには、100 ～ 9900 の範囲の値を選択し

ます。

– この機能をオフにするには、すべての桁を 0 に設定します

（“OFF” と表示されます）。 

注記 : OFF を選択するとデータ・ホールド（手動トリガ）がオン

になります。

D-LOG HAND データ・ロギングに使用可能なオプション : 

– HAND: 手動データ・ロギング。

– TIME: インターバル（タイム）データ・ロギング。インターバ

ルは LOG TIME 設定に基づきます。

LOG TIME 0001 s インターバル（タイム）データ・ロギングのロギング間隔。 
0001 秒～ 9999 秒の範囲の値を選択します。

dB dBm – 使用可能なオプション : dBm、dBV、OFF。

– OFF を選択すると、通常動作でこの機能がオフになります。

dBm-R 50 Ω dBm 測定の基準インピーダンス値。1 Ω ～ 9999 Ω の範囲の値を

選択します。
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4 デフォルト設定の変更
2

T-TYPE K 熱電対タイプ。 

– 使用可能なオプション : K タイプ、J タイプ。

T-UNIT °C 温度単位 

– 使用可能なオプション : 

– °C/°F: デュアル表示、プライマリ・ディスプレイに °C、セカ

ンダリ・ディスプレイに °F。

– °C: シングル表示、°C のみ。

– °F/°C: デュアル表示、プライマリ・ディスプレイに °F、セカ

ンダリ・ディスプレイに °C。

– °F: シングル表示、°F のみ。

– を押すと、°C と °F が入れ替わります。

mA-SCALE 4 mA ～ 20 mA mA の % スケール。 

– 使用可能なオプション : 4 ～ 20 mA、0 ～ 20 mA、OFF。

– OFF を選択すると、通常動作でこの機能がオフになります。

CONTINUITY SINGLE 可聴導通。 

– 使用可能なオプション :SINGLE、OFF、TONE

MIN-Hz 0.5 Hz 小測定周波数。

使用可能なオプション : 0.5 Hz、1 Hz、2 Hz、5 Hz。

表 4-1 各機能に対応するデフォルト出荷時設定、および使用可能な設定オプション（続き）

メニュー 機能
デフォルト出
荷時設定

使用可能な設定オプション
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デフォルト設定の変更 4
3

BEEP 2400 ビープ周波数。 

– 使用可能なオプション : 4800 Hz、2400 Hz、1200 Hz、600 Hz、OFF。 

– この機能をオフにするには、OFF を選択します。

APO 10 M オート・パワー・オフ。

– この機能をオンにするには、1 分～ 99 分の範囲の値を選択し

ます。

– この機能をオフにするには、すべての桁を 0 に設定します

（“OFF” と表示されます）。

BACKLIT HIGH デフォルトの電源投入時バックライト輝度レベル。使用可能な
オプション : HIGH、MEDIUM、LOW。

MELODY FACTORY 電源投入時メロディ。使用可能なオプション：FACTORY、USER、
OFF。

GREETING FACTORY 電源投入時の表示画面。使用可能なオプション：FACTORY、
USER、OFF。

4

BAUD 9600 PC とのリモート通信のボーレート（リモート制御）。使用可能な 

オプション : 2400、4800、9600、19200。

DATA BIT 8 PC とのリモート通信のデータ・ビット長。使用可能なオプショ

ン : 8 ビット、7 ビット（ストップ・ビットは常に 1 ビット）。

PARITY NONE PC とのリモート通信のパリティ・ビット。使用可能なオプショ

ン : NONE、ODD、EVEN。

ECHO OFF リモート通信での PC へのキャラクタのエコー。使用可能なオプ

ション : ON、OFF。

PRINT OFF リモート通信での PC への測定データの出力。使用可能なオプ 

ション : ON、OFF。

表 4-1 各機能に対応するデフォルト出荷時設定、および使用可能な設定オプション（続き）

メニュー 機能
デフォルト出
荷時設定

使用可能な設定オプション
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4 デフォルト設定の変更
5

REVISION NN.NN リビジョン番号。編集はできません。

S/N NNNNNNNN シリアル番号の末尾 8 桁が表示されます。編集はできません。

V-ALERT OFF 電圧測定のアラート音。 

– この機能をオンにするには、1 V ～ 1010 V の範囲の過電圧値を

選択します。

– この機能をオフにするには、すべての桁を 0 に設定します

（“OFF” と表示されます）。

M-INITIAL FACTORY 初期測定ファンクション。使用可能なオプション : FACTORY、
USER。

SMOOTH NORMAL プライマリ・ディスプレイ読み値の更新レート。使用可能なオ
プション : FAST、NORMAL、SLOW。

6

DEFAULT NO YES を選択してから、 を 1 秒より長く押すと、マルチメータ

がデフォルト出荷時設定にリセットされます。

BATTERY 7.2 V マルチメータに使用する電池のタイプ。使用可能なオプション : 
7.2 V、8.4 V。

DC FILTER OFF DC 電圧または DC 電流測定のフィルタ。使用可能なオプション : 
OFF または ON。

表 4-1 各機能に対応するデフォルト出荷時設定、および使用可能な設定オプション（続き）

メニュー 機能
デフォルト出
荷時設定

使用可能な設定オプション
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デフォルト設定の変更 4
図 4-1 セットアップ・メニュー画面

押す 

を押し

て

を押して を押して

を押し

て 

を押し

て

を押して を押して
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を押し
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を押して を押して
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て 
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て
を押して を押して

を押し

て 

を押し

て

を押して を押す
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4 デフォルト設定の変更
データ・ホールド／リフレッシュ・ホールド・モードの設定

1 メニュー項目 RHOLD を “OFF” に設定すると、データ・ホールド・モード

（キーまたはリモート制御経由のバスによる手動トリガ）がオンになります。

2 メニュー項目 RHOLD を 100 ～ 9900 の範囲の値に設定すると、リフレッ

シュ・ホールド・モード（自動トリガ）がオンになります。測定値の変動
がこの値（変動カウント）を超えると、リフレッシュ・ホールドはトリガ
の準備をし、新しい値を保持します。

図 4-2 データ・ホールド／リフレッシュ・ホールドのセットアップ

Hz を押し

て編集

または を押

して桁に移動すべての桁を 0 に設定し

て、RHOLD を “OFF” に
設定（データ・ホールド
がオン）

または を

押して値を編集

Hz を押して保存し

て終了するか、Esc
を押して保存せず

に終了
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デフォルト設定の変更 4
データ・ロギング・モードの設定

1 “HAND” に設定すると手動（ハンド）データ・ロギングがオンになり、 

“TIME” に設定するとインターバル（タイム）データ・ロギングがオンにな

ります。以下の図 4-3 を参照してください。

図 4-3 データ・ロギングのセットアップ

2 インターバル（タイム）データ・ロギングの場合は、LOG TIME を 0001 秒～

9999 秒の範囲に設定して、データ・ロギング間隔を指定します。

Hz を押し

て編集

または を押して、

HAND（データ・ロギング）

と TIME（インターバル・ロ

ギング）を切り替え

Hz を押して保存し

て終了するか、Esc
を押して保存せず

に終了
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4 デフォルト設定の変更
図 4-4 インターバル（タイム）ロギングのログ時間セットアップ

Hz を押し

て編集

または を

押して値を編集 

または を

押して編集する桁に
移動

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押して

保存せずに終了
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デフォルト設定の変更 4
dB 測定の設定

これを “OFF” に設定すると、デシベル単位がオフになります。使用可能なオプ

ションは、dBm、dBV、OFF です。dBm 測定の場合は、“dBm-R” メニュー項目

で基準インピーダンスを設定できます。

図 4-5 デシベル測定のセットアップ

Hz を押し

て編集

または を押

して dBm と dBV を

切り替え

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押して

保存せずに終了
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4 デフォルト設定の変更
dBm 測定の基準インピーダンスの設定

dBm 測定の基準インピーダンスは、1 ～ 9999 Ω の任意の値に設定できます。

デフォルト値は 50 Ω です。

図 4-6 dBm 単位の基準インピーダンスのセットアップ

Hz を押し

て編集

または を

押して値を編集

または を

押して編集する桁に
移動

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押して

保存せずに終了
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デフォルト設定の変更 4
熱電対タイプの設定

選択できる熱電対センサのタイプは、J タイプと K タイプです。デフォルトの

タイプは K タイプです。

図 4-7 熱電対タイプのセットアップ

温度単位の設定

電源投入時の温度単位設定

次の 4 つの表示単位の組み合わせが使用できます。

1 摂氏のみ : °C シングル表示。

2 摂氏／華氏 : °C/°F デュアル表示、プライマリ・ディスプレイに °C、セカン

ダリ・ディスプレイに °F。

3 華氏のみ : °F シングル表示。

4 華氏／摂氏 : °F/°C デュアル表示、プライマリ・ディスプレイに °F、セカン

ダリ・ディスプレイに °C。

または を押して

K タイプと J タイプを

切り替え

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押し

て保存せずに終了

Hz を押し

て編集
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4 デフォルト設定の変更
図 4-8 温度単位のセットアップ

電源投入時の温度単位設定はデフォルトではロックされているため、温度単位
を編集するにはロックを解除する必要があります。 

を 1 秒以上押すと、温度単位設定が解除され、ロック記号が消えます。

を 1 秒以上押すと、温度単位設定がロックされます。

Hz を押して保存して

終了するか、Esc を

押して保存せずに終

Hz を押し

て編集

または を
押して単位を変更

または を
押して単位を変更

または を
押して単位を変更
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デフォルト設定の変更 4
% スケール表示値の設定

この設定は、DC 電流測定の表示を％スケール表示値（4 mA ～ 20 mA または 

0 mA ～ 20 mA のレンジに基づいた 0 ％～ 100 ％）に変換します。例えば、25%
という表示値は、4 mA ～ 20 mA レンジでは 8 mA の DC 電流、0 mA ～ 20 mA
レンジでは 5 mA の DC 電流を表します。この機能をオフにするには、これを

“OFF” に設定します。

図 4-9 スケール表示値のセットアップ

Hz を押して保存して終了

するか、Esc を押して保存

せずに終了

Hz を押し

て編集

または を

押して設定

または を

押して設定
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4 デフォルト設定の変更
導通テストのサウンド設定

この設定は、導通テストに使用するサウンドを決定します。“SINGLE” を選択

すると単一周波数のビープ音、“OFF” を選択するとビープ音なし、“TONE” を
選択すると周波数が変化する一連のビープ音が設定されます。

図 4-10 導通テストに使用するサウンドの選択

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押して

保存せずに終了

Hz を押し

て編集

または を押して
SINGLE/OFF/TONE を切り

替え
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デフォルト設定の変更 4
小測定可能周波数の設定

小測定可能周波数のセットアップは、周波数、デューティ・サイクル、パル
ス幅の測定速度に影響します。仕様に定義されている測定速度の代表値は、 
1 Hz の 小測定可能周波数に基づいています。

図 4-11 小周波数のセットアップ

Hz を押し

て編集

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押して

保存せずに終了

または を

押して値を選択

または を

押して値を選択

または を

押して値を選択
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4 デフォルト設定の変更
ビープ周波数の設定

ビープ周波数は、4800 Hz、2400 Hz、1200 Hz、600 Hz に設定できます。 

“OFF” を選択すると、ビープ音がオフになります。

図 4-12 ビープ周波数のセットアップ

Hz を押し

て編集

または を
押して値を選択

または を
押して値を選択

または を
押して値を選択

または を
押して値を選択

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押して

保存せずに終了
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デフォルト設定の変更 4
オート・パワー・オフ・モードの設定

– オート・パワー・オフ（APO）をオンにするには、タイマを 1 ～ 99 分の範

囲の値に設定します。

– APO をオンにした場合は、指定の期間内に次のいずれかの動作が行われな

いと、マルチメータは自動的にオフになります。

– ボタンを押す。

– 測定ファンクションを変更する。

– 動的記録を設定する。

– 1 ms ピーク・ホールドを設定する。

– セットアップ・モードで APO をオフにする。

– オート・パワー・オフ後にマルチメータをオンにするには、任意のボタン
を押すか、ロータリ・スイッチの位置を切り替えます。

– APO を無効にするには、OFF を選択します。APO が無効になると、 イ

ンジケータが消灯します。マルチメータは、ロータリ・スイッチを手動で
回して OFF 位置にするまでオンのままです。
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4 デフォルト設定の変更
図 4-13 自動省電力機能のセットアップ

Hz を押し

て編集

または を

押して値を編集

または を押

して編集する桁に
移動

すべての桁を 0 に設

定して APO を “OFF”
に設定

Hz を押して保存し

て終了するか、Esc
を押して保存せず

に終了
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デフォルト設定の変更 4
電源投入時バックライト輝度レベルの設定

マルチメータがオンになったときの輝度レベルを、HIGH、MEDIUM、LOW の

いずれかに設定できます。

図 4-14 電源投入時バックライトのセットアップ

マルチメータの使用中に輝度を調整するには、 ボタンを押します。

Hz を押し

て編集

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押して

保存せずに終了

または を

押して設定

または を

押して設定
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4 デフォルト設定の変更
電源投入時メロディの設定

マルチメータをオンにしたときに鳴るメロディを、FACTORY、USER、OFF の

中から設定できます。USER 設定は工場設定で予約されています。

図 4-15 電源投入時メロディのセットアップ

電源投入時画面の設定

マルチメータをオンにしたときに表示される画面を、FACTORY、USER、OFF の

中から設定できます。USER 設定は工場設定で予約されています。

図 4-16 電源投入時画面のセットアップ

Hz を押し

て編集

Hz を押して保存して終了するか、Esc を押して保存せずに終了

または を押し

て、これらのオプションを
切り替えます。

Hz を押し

て編集

Hz を押して保存して終了するか、

Esc を押して保存せずに終了

または を押し

て、これらのオプションを
切り替えます。
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デフォルト設定の変更 4
ボーレートの設定

PC とのリモート通信に使用するボーレートを、2400、4800、9600、19200 ビッ

ト /s に設定できます。

図 4-17 リモート制御のボーレートのセットアップ

Hz を押し

て編集

または を

押して値を選択

または を

押して値を選択

または を

押して値を選択

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押して

保存せずに終了
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4 デフォルト設定の変更
データ・ビットの設定

PC とのリモート通信のデータ・ビット数（データ幅）を、8 ビットまたは 

7 ビットに設定できます。ストップ・ビット数は常に 1 で変更できません。

図 4-18 リモート制御のデータ・ビットのセットアップ

Hz を押し

て編集

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押して

保存せずに終了

または を押

して 7 と 8 を切り

替え
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デフォルト設定の変更 4
パリティ・チェックの設定

PC とのリモート通信のパリティ・チェックを、NONE、ODD、EVEN のいずれ

かに設定できます。

図 4-19 リモート制御のパリティ・チェックのセットアップ

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押して

保存せずに終了

または を

押して設定

または を

押して設定

Hz を押し

て編集
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4 デフォルト設定の変更
エコー・モードの設定

– エコー・モードを “ON” にすると、リモート通信で送信された文字が PC に

エコーされます。

– これは、SCPI コマンドを使用する PC プログラムを開発する場合に有用で

す。通常の操作では、この機能をオフにすることを推奨します。

図 4-20 リモート制御のエコー・モードのセットアップ

Hz を押し

て編集

または を

押して OFF と ON
を切り替え

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押して

保存せずに終了
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デフォルト設定の変更 4
プリント・モードの設定

プリント・モードを “ON” にすると、測定サイクルが終了したときに、リモー

ト・インタフェース経由でマルチメータに接続された PC に測定データを出力

できます。

このモードでは、マルチメータは常に 新のデータをホストに送信し続けます
が、ホストからのコマンドはいっさい受け付けません。

プリント動作中には、 インジケータが点滅します。

図 4-21 リモート制御のプリント・モードのセットアップ

Hz を押し

て編集

または を押

して OFF と ON を

切り替え

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押して

保存せずに終了
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4 デフォルト設定の変更
リビジョン

ファームウェアのリビジョン番号が表示されます。

図 4-22 リビジョン番号

シリアル番号

シリアル番号の末尾 8 桁が表示されます。

図 4-23 シリアル番号
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デフォルト設定の変更 4
電圧アラート

過電圧のアラート音を有効にするには、1 V ～ 1010 V の範囲の過電圧値を選択

します。

この機能をオフにするには、すべての桁を 0（“OFF”）に設定します。

図 4-24 電圧アラートのセットアップ

Hz を押し

て編集

または を押

して値を編集

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押して

保存せずに終了

または を

押して編集する桁に
移動
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4 デフォルト設定の変更
M-initial

初期測定ファンクションを FACTORY または USER に設定できます。初期測定

ファンクションとレンジは、下の表 4-2 に基づいて設定できます。

ロータリ・スイッチのそれぞれの位置には、デフォルトの測定ファンクション
とデフォルトの測定レンジが割り当てられています。

例えば、ロータリ・スイッチを 位置に回した場合、デフォルト出荷時設定

に従って、初期測定機能はダイオード測定です。必要な周波数カウンタ機能を

選択するには、 ボタンを押します。

表 4-2 M-initial の使用可能な設定

ファンクションの位置 ファンクションの設定 レンジの設定

F1 AC V オートレンジまたは手動レンジ

F2 DC V、AC V、AC+DC V オートレンジまたは手動レンジ

F3 DC mV、AC mV、AC+DC mV オートレンジまたは手動レンジ

F4 Ohm、nS オートレンジまたは手動レンジ

F5 ダイオード、周波数カウンタ レンジ設定なし

F6 温度、キャパシタンス オートレンジまたは手動レンジ

F7 DC μA、AC μA、AC+DC μA オートレンジまたは手動レンジ

F8 DC mA、AC mA、AC+DC mA オートレンジまたは手動レンジ

F8A DC A、AC A、AC+DC A オートレンジまたは手動レンジ

F9 29 通りの周波数

デューティ・サイクル =  
(N/256) × 100%

パルス幅 = (N/256) × (1/ 周波数 )
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デフォルト設定の変更 4
もう 1 つの例として、ロータリ・スイッチを 位置に回した場合は、デ

フォルト出荷時設定に従って、初期測定レンジはオートになります。別のレン

ジを選択するには、 ボタンを押す必要があります。

別の初期測定ファンクションのセットを指定するには、M-INITIAL 設定を

USER に変更し、 ボタンを押します。マルチメータは INIT ページに入りま

す。図 4-25 を参照してください。

図 4-25 初期測定ファンクションの設定

INIT ページでは、必要に合わせて初期測定ファンクションを設定できます。図

4-26 を参照してください。

または を押すと、2 つの INIT ページの間を移動できます。 または を

押すと、変更する初期ファンクションを選択できます。

Hz を押し

て編集

または を押し

て FACTORY と USER
を切り替え

FACTORY を選

択した場合

Hz を押して保

存して終了

USER を選択し

た場合

Hz を押して INIT ペー

ジに進み、初期測定を
セットアップ
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4 デフォルト設定の変更
図 4-26 初期ファンクション・ページの間の移動

その後、 を押して EDIT モードに入ります。

EDIT モードでは、 または を押して、選択したファンクションの初期（デ

フォルト）測定レンジを選択できます。例えば、下の図 4-27 では、F1 位置の

AC 電圧測定ファンクションの初期レンジを 1000 V（デフォルトはオート）に

変更しています。

または を押して、選択したロータリ・スイッチ位置の初期測定ファンク

ションを変更します。例えば、下の図 4-27 では、F5 位置の初期測定ファンク

ションを DIODE（ダイオード）から FC（周波数カウンタ）に変更しています。

図 4-27 初期測定ファンクション／レンジの編集

または

を押す  

または を

押して項目を選択

または を

押して項目を選択

F1 の初期レンジと F5 の初期

ファンクションを編集
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デフォルト設定の変更 4
もう 1 つの例として、下の図 4-28 は次のことを示します。

– F6 のデフォルト機能をキャパシタンス測定から温度測定に変更

– F7 の DC μA 測定のデフォルト測定レンジを Auto から 5000 μA に変更

– F8 の DC mA のデフォルト測定レンジを Auto から 50 mA に変更

– F8A の DC A のデフォルト測定レンジを Auto から 5 A に変更

– F9 のパルス幅とデューティ・サイクルのデフォルト出力値を、どちらも

128 番目のステップ（パルス幅は 0.8333 ms、デューティ・サイクルは

50.000%）から 255 番目のステップ（パルス幅は 1.6601 ms、デューティ・

サイクルは 99.609%）に変更

図 4-28 初期測定ファンクション／レンジと初期出力値の編集

必要な変更を行ったら、 を押して変更を保存します。 を押して EDIT

モードを終了します。

マルチメータをデフォルト出荷時設定にリセットした場合は（「デフォルト出
荷時設定へのリセット」（141 ページ）を参照）、M-INITIAL の設定も出荷時設

定に戻ります。

初期ファンクション 
およびレンジを編集
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4 デフォルト設定の変更
スムーズ・リフレッシュ・レート

SMOOTH モード（FAST/NORMAL/SLOW オプション）は、予期しないノイズ

の影響を減らすために、読み値のリフレッシュ・レートをスムーズにするのに
使用します。このモードは、安定した読み値を得るのに有効です。これは、
キャパシタンスと周波数カウンタを除くすべての測定機能（デューティ・サイ
クル測定とパルス幅測定を含む）に適用されます。デフォルト・オプションは
NORMAL です。

図 4-29 プライマリ・ディスプレイ読み値の更新レート

Hz を押し

て編集

または を

押して設定

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押して

保存せずに終了

または を

押して設定
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デフォルト設定の変更 4
デフォルト出荷時設定へのリセット

– “YES” に設定した後、 を 1 秒以上押すと、デフォルト出荷時設定（温

度設定を除く）にリセットします。

– リセットを行うと、Reset メニュー項目がメニュー・ページ m1 に自動的に

変わります。

図 4-30 デフォルト出荷時設定へのリセット
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4 デフォルト設定の変更
電池タイプの設定

マルチメータの電池のタイプは、7.2 V または 8.4 V に設定できます。

図 4-31 電池タイプの選択

Hz を押し

て編集

または を押

して 7.2 V と 8.4 V
を切り替え

Hz を押して保存して終了

するか、Esc を押して保

存せずに終了
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デフォルト設定の変更 4
フィルタの設定

この設定は、DC 測定経路の AC 信号のフィルタリングに使用します。DC フィ

ルタはデフォルトで “ON” に設定されています。

図 4-32 DC フィルタ 

表 4-3 ファームウェア・バージョン 2.25 以前

パラメータ 範囲 デフォルト設定

FiLtEr on または oFF oFF

表 4-4 ファームウェア・バージョン 2.26 以降

パラメータ 範囲 デフォルト設定

FiLtEr on または oFF oN

Hz を押し

て編集

または を押

して OFF と ON を切

り替え

Hz を押して保存して終

了するか、Esc を押して

保存せずに終了

– DC フィルタをオンにすると、DC 電圧測定中に測定速度が低下する場合が

あります。

– AC または Hz 測定（プライマリまたはセカンダリ・ディスプレイ）中には、

DC フィルタは自動的にオフになります。
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4 デフォルト設定の変更
これは空白のページです。
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Keysight U1253B 真の実効値 OLED マルチメータ

ユーザーズ／サービス・ガイド
5 保守

はじめに     146
交換可能パーツ     163

この章は、U1253B 真の実効値 OLED マルチメータの動作不良が発生した場合

のトラブルシューティングに役立ちます。
145



5 保守
はじめに

一般的な保守

端子に汚れや湿気があると、測定にエラーが生じるおそれがあります。以下の
手順に従って、清掃を行ってください。

1 マルチメータをオフにして、テスト・リードを取り外します。

2 マルチメータを裏返しにして、端子内にたまったほこりを払います。

3 湿らせた布と中性洗剤を使ってケースを拭きます。研磨剤や溶剤は使用し
ないでください。各端子の接点を、アルコールに浸した清潔な綿棒で拭き
ます。

本書で説明していない修理やサービスは、サービスマンのみが実施してく
ださい。

測定前には、それぞれの測定に対して端子接続が正しいことを確認してく
ださい。デバイスの損傷を避けるために、定格入力リミットを超えないよ
うにしてください。
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保守 5
電池の交換

このマルチメータの電源は、9 V ニッケル水素充電式電池（公称電圧 7.2 V）
または 9 V ニッケル水素充電式電池（公称電圧 8.4 V）によって供給されます。

指定のタイプだけを使用してください（下の図 5-1 を参照）。必ず指定された

種類の電池を使用してください。上記の代わりに、9 V のアルカリ電池

（ANSI/NEDA 1604A または IEC 6LR61）または 9 V のマンガン電池（ANSI/
NEDA 1604D または IEC6F22）を使用して U1253B に電源を供給することも

できます。

マルチメータが仕様通りに動作することを保証するために、電池消耗インジ
ケータが点滅したらただちに電池を交換することをお勧めします。マルチメー
タに充電式電池が装着されている場合は、「電池の充電」（150 ページ）を参照

してください。電池交換の手順は次のとおりです。

図 5-1 9 V 角型電池

U1253B には、9 V ニッケル水素充電式電池（公称電圧 8.4 V）が付属してい

ます。 
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5 保守
1 リア・パネルの電池カバーのネジを、反時計回りに LOCK 位置から OPEN
位置まで回します。

図 5-2 Keysight U1253B 真の実効値 OLED マルチメータのリア・パネル

2 電池カバーを下にスライドさせます。

3 電池カバーを持ち上げます。

4 指定の電池と交換します。

5 カバーを開ける手順と逆の手順で、電池カバーを閉じます。

Keysight U1253B に使用可能な電池の一覧：

– 9 V 使い捨てアルカリ電池（ANSI/NEDA 1604A または IEC 6LR61）

– 9 V 使い捨てマンガン電池（ANSI/NEDA 1604D または IEC6F22）

– 9 V サイズの 300 mAH ニッケル水素充電式電池、公称電圧 7.2 V

– 9 V サイズの 250 mAH ニッケル水素充電式電池、公称電圧 8.4 V
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保守 5
保管時の注意事項

初の充電後は、使用していない場合でも定期的に電池をフル充電することを
推奨します。これは、ニッケル水素充電式バッテリ・パックが時間とともに空
になるためです。

電池漏れによる測定器の損傷を防ぐには：

– 空になった電池は必ずすぐに取り外します。

– マルチメータを長期間使用しない場合は、電池を取り外して個別に保存
することを推奨します。

充電式電池の性能は、時間とともに劣化する場合があります。
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5 保守
電池の充電

新しい充電式電池は、放電した状態で届くので、使用する前に充電してくださ
い。初回ご利用時（または長期保管後）には、充電式電池を 大容まで充電す
るのに、3 ～ 4 時間の充電／放電サイクルを要する場合があります。放電する

には、シャット・ダウンするか、電池消耗警告が表示されるまで、充電式電池
の電力でマルチメータを動作させます。

電池を放電するために、ショートしたり極性を逆に接続したりすること 
は避けてください。電池を充電する前に、電池が充電式であることを確認
してください。バッテリの充電中はロータリ・スイッチを回さないでくだ
さい。

– 電池の充電中は、ロータリ・スイッチを 位置から回転させない

でください。

– 充電できる電池は、9 V ニッケル水素充電式電池（公称電圧 7.2 V）また

は 9 V サイズのニッケル水素充電式電池（公称電圧 8.4 V）だけです。

– 電池を充電する際は、すべての端子からテスト・リードを取り外してく
ださい。

– 電池をマルチメータに正しく挿入し、正しい極性に従ってください。

充電器に供給される電源電圧の変動は、±10％を超えないようにする必要があ

ります。
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保守 5
このマルチメータは、7.2 V または 8.4 V ニッケル水素充電式電池によって電力

供給されています。充電式電池の充電には、アクセサリとして付属する指定の
24 V DC アダプタを使用することを強くお勧めします。充電中は 24 V の DC 電

圧が充電端子に供給されているので、ロータリ・スイッチを回さないでくださ
い。電池を充電するには、以下の手順に従います。

1 マルチメータからテスト・リードを外します。

2 ロータリ・スイッチを まで回します。

3 DC アダプタを電源コンセントに差し込みます。

4 DC アダプタの赤（+）と黒（-）のバナナ・プラグ（4 mm プラグ）を、そ

れぞれ 端子と COM 端子に差し込みます。接続の極性が正しいこ

とを確認してください。

5 ディスプレイにセルフテストが始まるまでの 10 秒間のカウントダウン・タ

イマが表示されます。マルチメータは、電池の充電を促す短い単一トーン

のサウンドを発生します。 を押すと電池の充電が始まります。あるい

は、10 秒間経つとマルチメータが自動的に充電を開始します。電池容量が

90% を超えている場合は、電池の充電を行わないようにしてください。

DC アダプタの代わりに、DC 24 V に設定され、0.5 A の過電流制限を持つ DC
電源が使用できます。
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5 保守
図 5-3 セルフテスト時間表示

6 を押すか、リスタートした場合は、マルチメータはセルフテストを実

行し、マルチメータ内部の電池が充電式電池かどうかを確認します。この
セルフテストには約 3 分間かかります。セルフテスト中はボタンを押さな

いでください。エラーが起きた場合は、マルチメータは表 5-2（153 ペー

ジ）に示すエラー・メッセージを表示します。

表 5-1 スタンバイおよび充電モードでの電池電圧および対応する充電 %

条件 電池電圧 比例 %

トリクル 7.0 V ～ 9.6 V 0% ～ 100%

充電中 7.2 V ～ 10.0 V 0% ～ 100%
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保守 5
図 5-4 セルフテスト実行中

表 5-2 エラー・メッセージ

エラー エラー・メッセージ

OVER LIMIT

– 電池なし

– 電池の異常

– 電池はフル充電済み

CHARGE ERROR

– 12 V 以上または 5 V 未満の電池の充電の場合 

– 3 分で、電池電圧が上昇せずに充電エラーになっ

た場合
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5 保守
図 5-5 充電モード

7 電池がセルフテストにパスすると、スマート充電モードが開始されます。
充電時間は 220 分以内に制限されています。このため、電池は 220 分より

長く充電されることはありません。ディスプレイに充電時間のカウントダ
ウンが示されます。電池の充電中には、ボタンは操作できません。電池の
過充電を防ぐために、充電中にエラー・メッセージが表示されて充電が停
止する場合があります。

– マルチメータ内部に電池が入っているときに OVER LIMIT メッセージが表示

された場合は、電池を充電しないでください。

– CHARGE ERROR メッセージが表示された場合は、電池が指定された種類の

ものかどうかを確認してください。適切な電池のタイプについては、
「Keysight U1253B に使用可能な電池の一覧：」（148 ページ）を参照してく

ださい。充電する前に、マルチメータ内部の電池が指定された種類の充電
式電池であることを確認してください。電池の種類が間違っていた場合は、

正しい種類の電池に交換した後、 を押してセルフテストを再実行しま

す。それでも CHARGE ERROR メッセージが表示される場合は、新しい電池

に交換してください。
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保守 5
図 5-6 フル充電、トリクル状態

8 充電が終了すると、FULLY CHARGED メッセージが表示されます。電池容量

を保持するために、トリクル充電電流が供給されます。

9 電池がフル充電されたら、DC アダプタを取り外してください。

端子からアダプタを取り外す前にロータリ・スイッチを回さないでくだ
さい。

ファームウェアバージョン 3.06 以上の U1253B に適用されます。 

2017 年 1 月 1 日に施行された US DOE および CA CEC 規制に準拠するために、

トリクル充電機能（ステップ 8 を参照）がオフになっています。充電が完了す

ると、表示がクリアーされ、マルチメータはスリープモードに入ります。 

任意のボタンを押して、スリープモードから充電サイクルを再開します。
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5 保守
図 5-7 電池充電手順

フル充電または
タイムアウト

充電エラー

リミット・ 
レベル超過

[Shift] を押すか、

タイムアウト後充
電開始

ERROR

電池充電可能
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保守 5
ヒューズのチェック手順

マルチメータを使用する前にヒューズをチェックすることを推奨します。以下
の手順に従って、マルチメータ内部のヒューズをテストしてください。ヒュー
ズ 1 とヒューズ 2 のそれぞれの位置については、図 5-9 を参照してください。

1 ロータリ・スイッチを にセットします。

2 赤色のテスト・リードを入力端子 に接続します。

図 5-8 ヒューズのチェック手順
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5 保守
3 ヒューズ 1 をテストするために、入力端子 の右半分にテスト・プ

ローブのチップを配置します。図 5-8 に示すように、プローブのチップが

入力端子の金属に接触していることを確認します。

4 ヒューズ 2 をテストするために、入力端子 の右半分にテスト・プローブ

のチップを配置し接触させます。プローブのチップが入力端子の金属に接
触していることを確認します。

5 測定器のディスプレイの読み値を確認します。表示された読み値を表 5-3
と照らし合わせします。

6 OL が表示された場合は、ヒューズを交換します。 

表 5-3 U1253B 測定の読み値（ヒューズ・チェック用）

電流入力端子 ヒューズ ヒューズ定格
ヒューズ OK （近似値） ヒューズ交換

表示された読み値

1 440 mA/1000 V 6.2 MΩ OL

2 11 A/1000 V 0.06 Ω OL
158 Keysight U1253B ユーザーズ／サービス・ガイド



保守 5
ヒューズの交換

マルチメータのヒューズが切れた場合は、次の手順で交換します。

1 マルチメータをオフにして、テスト・リードを取り外します。マルチメー
タに充電アダプタが接続されている場合は、それも必ず取り外します。

2 手には清潔な乾いた手袋をはめ、ヒューズとプラスティック部品以外のコ
ンポーネントには触れないようにしてください。ヒューズを交換してもマ
ルチメータを再校正する必要はありません。

3 電池カバー・コンパートメントを取り外します。

4 下部ケースの側面の 2 個のネジと下の 1 個のネジを緩め、下部ケースを取

り外します。

5 上の隅の 2 個のネジを緩め、回路基板を取り外します。

6 切れたヒューズの一端をそっと持ち上げて、ヒューズ・ブラケットから取
り出します。

7 同じサイズと定格の新しいヒューズと交換します。新しいヒューズが
ヒューズ・ブラケットの中央に来るようにします。

8 上部ケースのロータリ・スイッチのノブと回路基板の対応するスイッチが
OFF 位置になっていることを確認します。

9 回路ボードと下部カバーをネジで取り付けます。

10 ヒューズのパーツ番号、定格、サイズについては、表 5-4（160 ページ）を

参照してください。

本書ではヒューズ交換の手順についてのみ説明します。ヒューズ交換マークに
ついては説明しません。
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5 保守
図 5-9 ヒューズの交換

表 5-4 ヒューズの仕様

ヒューズ Keysight パーツ番号 定格 サイズ 型

1 2110-1400 440 mA/1000 V 10 mm × 35 mm
速断ヒューズ

2 2110-1402 11 A/1000 V 10 mm × 38 mm

ヒューズ 2

ヒューズ 1
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保守 5
トラブルシューティング

測定器が動作しない場合は、電池とテスト・リードをチェックします。必要に
応じてそれらを交換します。それでも測定器が動作しない場合は、取扱説明書
に記載された操作手順を正しく実行していることを確認してから、測定器の
サービスを依頼してください。

測定器のサービスの際には、必ず指定された交換部品を使用してください。

表 5-5（162 ページ）を参考に、基本的な問題とそれらの解決策を確認してく

ださい。

感電防止のため、サービスマン以外の人はサービスを行わないでください。
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5 保守
表 5-5 基本的なトラブルシューティング手順

動作不良 トラブルシューティング手順

スイッチをオンにしても OLED 表示

が点灯しない
– 電池をチェックします。電池を充電するか、交換します。

ビープ音が鳴らない
– セットアップ・モードでビープ音が OFF になっていないかどうか確認

します。OFF になっている場合は、適当な動作周波数を選択します。

電流測定に失敗した – ヒューズをチェックします。

充電インジケータが表示されない [a]
– 440 mA ヒューズをチェックします。

– 外部 DC アダプタをチェックして、出力が DC 24 V であり、プラグ

が充電端子に正しく挿入されていることを確認します。

フル充電後の電池の寿命が非常に
短い／長く保管したら電池を充電
できない

– 適切な充電式電池が使用されているか確認します。

– Setup モードのバッテリ設定で正しい公称電圧レベル（7.2 V または

8.4 V）が選択されているか確認します。

– 電池の 大容量を維持するには、2 ～ 3 サイクル、充電と放電を繰

り返してみてください。

– 注記：充電式電池の性能は、時間とともに劣化する場合があります。

リモート制御の異常

– マルチメータに接続された IR-USB ケーブルの Keysight ロゴが上に向

いている必要があります。

– セットアップ・モードで、ボーレート、パリティ、データ・ビッ
ト、ストップ・ビット（デフォルトは（9600、なし、8、1）を確認

します。

– IR-USB 用の必要なドライバがインストールされていることを確認

します。

注記（基本的なトラブルシューティング手順表）：

[a] 充電中は、マルチメータのロータリ・スイッチを絶対に OFF 位置から回転させないでください。
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保守 5
交換可能パーツ

ここでは、測定器用の交換可能パーツの注文方法を説明します。測定器用のサ
ポート・パーツ・リストについては、Keysight 電子計測パーツ・カタログを参

照してください。（http://www.keysight.com/find/parts） 

交換可能パーツを注文するには

Keysight パーツ番号を使用して Keysight の交換可能パーツを注文できます。

Keysight の交換可能パーツを注文する場合は、以下に従ってください。

1 計測お客様窓口に連絡します。 

2 サポート・パーツ・リストに記載されている Keysight パーツ番号でパーツ

を確認します。 

3 測定器のモデル番号とシリアル番号を伝えます。

パーツ・リストには、各パーツの簡単な説明と、該当するパーツ番号が記載さ
れています。

部品の中には、フィールド交換部品として入手できないものもあります。
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5 保守
これは空白のページです。
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6 性能テストと校正
校正の概要

本書には、測定器の性能の検証手順と、必要な調整の実行手順が記載されてい
ます。

性能テスト手順は、U1253B 真の実効値 OLED マルチメータが公表仕様の範囲

内で動作していることを検証します。調整手順は、次回の校正まで、マルチ
メータが仕様内で動作することを保証します。

閉ケース電子式校正

U1253B 真の実効値 OLED マルチメータには、閉ケース電子式校正が装備され

ています。すなわち、内部の電気機械的調整は不要です。本器は、校正手順で
供給される入力基準信号に基づいて、補正係数を計算します。新しい補正係数
は、次の校正（調整）が実行されるまで不揮発性 EEPROM メモリに記憶され

ます。この不揮発性 EEPROM メモリの内容は、電源をオフにしても変化しま

せん。

Keysight Technologies の校正サービス

測定器の校正期日が来たときには、再校正サービスについて 寄りの Keysight
サービス・センタにお問い合わせください。

測定器の校正を実行する前には、「テストに関する注意事項」（172 ページ）を

お読みください。
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性能テストと校正 6
校正間隔

ほとんどのアプリケーションには 1 年の校正間隔で十分です。確度仕様は、一

定の間隔で調整を実施している場合にのみ保証されます。校正間隔が 1 年を超

えると、確度仕様は保証されません。Keysight では、どのアプリケーションに

対しても校正間隔を 2 年以上に伸ばすことは推奨しません。

校正に関するその他の推奨事項

仕様は、 後の調整から指定された期間内でのみ保証されます。Keysight で
は、選択した校正間隔で完全な再調整を常に実行することをお勧めします。こ
れにより、次の校正まで U1253B 真の実効値 OLED マルチメータが仕様の範囲

内で動作することが確実になります。この校正基準は、 善の長期安定度を実
現します。

性能検証テストの際には、性能データの収集だけが行われます。このテストで
は、測定器が仕様のリミット内で動作することは保証されません。このテスト
は、調整が必要な機能を明らかにすることだけを目的とします。

「校正回数」（201 ページ）を参照して、すべての調整が実行されたことを確認

してください。
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6 性能テストと校正
推奨テスト機器

以下のリストに、性能検証手順と調整手順に対する推奨テスト機器を示しま
す。リストに示した測定器がない場合は、同等の確度の別の校正基準を代用し
てください。

別の方法として、Keysight 3458A 8½ 桁デジタル・マルチメータを使用して、

確度はあまり高くありませんが安定した信号源を測定することもできます。信
号源から測定された出力値を、ターゲット校正値として測定器に入力すること
ができます。

表 6-1 推奨テスト機器

アプリケーション 推奨機器 推奨確度要件

DC 電圧 Fluke 5520A U1253B の確度仕様の 20% 未満

DC 電流 Fluke 5520A U1253B の確度仕様の 20% 未満

抵抗 Fluke 5520A U1253B の確度仕様の 20% 未満

AC 電圧 Fluke 5520A U1253B の確度仕様の 20% 未満

AC 電流 Fluke 5520A U1253B の確度仕様の 20% 未満

周波数 Keysight 33250A U1253B の確度仕様の 20% 未満

キャパシタンス Fluke 5520A U1253B の確度仕様の 20% 未満

デューティ・サイクル Fluke 5520A U1253B の確度仕様の 20% 未満

ナノジーメンス Fluke 5520A U1253B の確度仕様の 20% 未満

ダイオード Fluke 5520A U1253B の確度仕様の 20% 未満

周波数カウンタ Keysight 33250A U1253B の確度仕様の 20% 未満

温度

Fluke 5520A U1253B の確度仕様の 20% 未満

TM Electronics KMPC1MP
（K 型熱電対延長ケーブル）

–

方形波
Keysight 53131A および

Keysight 34401A
U1253B の確度仕様の 20% 未満

ショート Pomona MDP-S –
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性能テストと校正 6
基本動作テスト

この基本動作テストは、測定器の基本動作をテストします。測定器が基本動作
テストのどれかにフェールした場合は、修理が必要です。

表示のテスト

ボタンを押しながらマルチメータをオンにして、すべての OLED ピクセ

ルを表示します。不良ピクセルをチェックします。

図 6-1 すべての OLED ピクセルの表示
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6 性能テストと校正
電流端子テスト

このテストは、電流端子の入力警告が正しく動作しているかどうかを確認し
ます。

ロータリ・スイッチを回して、 以外のオフでない位置に設定しま

す。テスト・リードを A 端子と COM 端子に挿入します。Error ON A INPUT と

いうエラー・メッセージ（図 6-2 を参照）がセカンダリ・ディスプレイに表示

され、正のリードを A 端子から取り外すまでビープ音が鳴り続けます。

図 6-2 電流端子のエラー・メッセージ

テストを実施する前に、セットアップでビープ機能がオフになっていないこと
を確認してください。
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性能テストと校正 6
充電端子アラート・テスト

このテストは、充電端子アラートが正しく機能しているかどうかを判定します。

ロータリ・スイッチを回して、 、 、 または 以外の位

置に設定します。

端子に 5 V より大きい電圧レベルを供給します。Error ON mA INPUT
というエラー・メッセージ（図 6-3 を参照）がセカンダリ・ディスプレイに

表示され、正のリードを 端子から取り外すまでビープ音が鳴り続け

ます。

図 6-3 充電端子のエラー・メッセージ

テストを実施する前に、セットアップでビープ機能がオフになっていないこと
を確認してください。
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6 性能テストと校正
テストに関する注意事項

長いテスト・リードがアンテナの役割をして、AC 信号雑音を拾う場合があり

ます。

適な性能を実現するには、すべての手順が以下の推奨事項に適合している必
要があります。

– 周囲温度が 18 °C ～ 28 °C の範囲内で安定していることを確認します。理想

的には、校正は 23 °C±1 °C で実行します。

– 周囲相対湿度が 80% 未満であることを確認します。

– 5 分間ウォームアップします。

– シールド付きツイスト・ペアの PTFE 絶縁ケーブルを使用して、セトリング

誤差とノイズ誤差を減らします。入力ケーブルはできるだけ短くします。
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性能テストと校正 6
性能検証テスト

U1253B 真の実効値 OLED マルチメータの測定性能を検証するには、次の性能

検証テストを使用します。これらの性能検証テストは、測定器のデータシート
（5989-5509JAJP）に記載されている仕様に基づいています。

性能検証テストは、測定器を 初に受領したときの受け入れ検査として推奨さ
れます。受領の後、校正間隔が到来するたびに（校正が必要な測定ファンク
ションとレンジを明らかにするために）性能検証テストを実行してください。

性能検証テストは表 6-2（174 ページ）に従って実行します。記載されたすべ

てのステップに対して、以下の手順を実行します。

1 校正標準の端子を、U1253B 真の実効値 OLED マルチメータの適切な端子に

接続します。

2 「基準信号／値」の列に指定された信号で校正標準をセットアップします
（複数の設定が記載されている場合は 1 つずつ）。

3 U1253B 真の実効値 OLED マルチメータのロータリ・スイッチを回してテス

トする機能を設定し、表に記載されたレンジを選択します。

4 測定された読み値と基準値の差が、指定されたエラー・リミット内に収ま
るかどうかを確認します。収まる場合は、このファンクションとレンジの
調整（校正）は必要ありません。収まらない場合は、調整が必要です。
Keysight U1253B ユーザーズ／サービス・ガイド 173



6 性能テストと校正
表 6-2 性能検証テスト 

ステップ テスト機能 レンジ 基準信号／値 エラー・リミット

5520A 出力

1 ロータリ・スイッチを 位置ま

で回します [a]

5 V 5 V、1 kHz

5 V、10 kHz

4.5 V、20 kHz

4.5 V、30 kHz

4.5 V、100 kHz

±22.5 mV

±79.0 mV

±0.1695 V

±0.1695 V

±0.1695 V

50 V 50 V、1 kHz

50 V、10 kHz

45 V、20 kHz

45 V、30 kHz

45 V、100 kHz

±225.0 mV

±790.0 mV

±1.695 V

±1.695 V

±1.695 V

500 V 500 V、1 kHz ±2.25 V

1000 V 1000 V、1 kHz ±8.0 V

2 を押して周波数モードに切り替

えます

9.9999 kHz 0.48 V、1 kHz ±500 mHz

3 を押してデューティ・サイク

ル・モードに切り替えます

0.01% ～ 99.99% 5.0 Vpp @ 50%、

方形波、50 Hz

±0.315%

4 ロータリ・スイッチを 位置ま

で回します

を押して DC V 測定を選択します

5 V 5 V ±1.75 mV

50 V 50 V ±17.5 mV

500 V 500 V ±200 mV

1000 V 1000 V ±800 mV
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性能テストと校正 6
5 を押して AC V 測定を選択します [a] 5 V 5 V、1 kHz

5 V、10 kHz

4.5 V、20 kHz

4.5 V、100 kHz

±22.5 mV

±79.0 mV

±0.1695 mV

±0.1695 mV

50 V 50 V、1 kHz

50 V、10 kHz

45 V、20 kHz

45 V、100 kHz

±225 mV

±790 mV

±1.695 V

±1.695 V

500 V 500 V、1 kHz ±2.25 V

1000 V 1000 V、1 kHz ±8.0 V

6 ロータリ・スイッチを 位置

まで回します

を押して DC mV 測定を選択し 

ます

50 mV 50 mV ±75 μV [b]

500 mV 500 mV
–500 mV

±175 μV
±175 μV

1000 mV 1000 mV
–1000 mV

±0.75 mV
±0.75 mV

表 6-2 性能検証テスト（続き）

ステップ テスト機能 レンジ 基準信号／値 エラー・リミット
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6 性能テストと校正
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7 を押して AC mV 測定を選択し

ます [a]

50 mV 50 mV、1 kHz

50 mV、10 kHz

45 mV、20 kHz

45 mV、30 kHz

45 mV、100 kHz

±0.24 mV

±0.39 mV

±1.695 mV

±1.695 mV

±1.695 mV

500 mV 500 mV、45 Hz

500 mV、 1 kHz

500 mV、10 kHz

450 mV、20 kHz

450 mV、30 kHz

450 mV、100 kHz

±2.25 mV

±2.25 mV

±2.25 mV

±16.95 mV

±16.95 mV

±16.95 mV

1000 mV 1000 mV、1 kHz

1000 mV、10 kHz

1000 mV、20 kHz

1000 mV、30 kHz

1000 mV、100 kHz

±6.5 mV

±11.5 mV

±47 mV

±47 mV

±47 mV

8
ロータリ・スイッチを 位置まで

回します

500 Ω [o] 500 Ω ±350 mΩ [c]

5 kΩ [o] 5 kΩ ±3 Ω

50 kΩ [o] 50 kΩ ±30 Ω

500 kΩ 500 kΩ ±300 Ω

5 MΩ 5 MΩ ±8 kΩ

50 MΩ [d] 50 MΩ ±505 kΩ

500 MΩ 450 MΩ ±36.10 MΩ

9
を押してコンダクタンス（nS）

測定を選択します

500 nS [e] 50 nS ±0.6 nS

10
ロータリ・スイッチを 位置まで回

します

ダイオード 1 V ±1 mV

表 6-2 性能検証テスト（続き）

ステップ テスト機能 レンジ 基準信号／値 エラー・リミット
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33250A 出力

11
を押して周波数カウンタを選択

します [f]

999.99 kHz 200 mVrms、
100 kHz

±52 Hz

12
を押して 100 分周の周波数

カウンタ・モードを選択します

99.999 MHz 600 mVrms、
10 MHz

±5.2 kHz

5520A 出力

13
ロータリ・スイッチを 位置まで

回します [g]

10.000 nF 10.000 nF ±108 pF

100.00 nF 100.00 nF ±1.05 nF

1000.0 nF 1000.0 nF ±10.5 nF

10.000 μF 10.000 μF ±105 nF

100.00 μF 100.00 μF ±1.05 μF

1000.0 μF 1000.0 μF ±10.5 μF

10.000 mF 10.000 mF ±105 μF

100.00 mF 100.00 mF ±3.1 mF

14 を押して、温度測定を選択しま

す [h][n]

– 40 °C ～ 1372 °C 0 °C
100 °C

±1 °C
±2 °C

15 ロータリ・スイッチを 位置

まで回します

500 μA 500 μA ±0.3 μA [i]

5000 μA 5000 μA ±3 μA [i]

16 を押して AC μA 測定を選択し

ます [a]

500 μA 500 μA、1 kHz ±3.7 μA

5000 μA 5000 μA、1 kHz ±37 μA

17 ロータリ・スイッチを 位

置まで回します

50 mA 50 mA ± 80 μA [i]

440 mA 400 mA ±0.65 mA [i]

18 を押して AC mA 測定を選択し

ます [a]

50 mA 50 mA、1 kHz ±0.37 mA

440 mA 400 mA、45 Hz

400 mA、1 kHz

±3 mA

±3 mA

表 6-2 性能検証テスト（続き）

ステップ テスト機能 レンジ 基準信号／値 エラー・リミット



6 性能テストと校正

178 Keysight U1253B ユーザーズ／サービス・ガイド

注意：キャリブレータ出力をハンドヘルド・マルチメータの A および COM 端子に接続してか

ら、5 A および 10 A を印加してください

19 を押して DC A 測定を選択します 5 A 5 A ±16 mA [k]

10 A [j] 10 A ±35 mA [k]

20 を押して AC A 測定を選択します 5 A 5 A、1 kHz ±37 mA

10 A [l] 10 A、1 kHz ±90 mA

方形波出力 53131A で測定

21
ロータリ・スイッチを 位置

まで回します

120 Hz @ 50% ±26 mHz

4800 Hz @ 50% ±260 mHz

 デューティ・サイクル
100 Hz @ 50% ±0.398% [m]

100 Hz @ 25% ±0.398% [m]

100 Hz @ 75% ±0.398% [m]

表 6-2 性能検証テスト（続き）

ステップ テスト機能 レンジ 基準信号／値 エラー・リミット
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34410A で測定

 振幅
4800 Hz @ 
99.609%

±0.2 V

注記（性能検証テスト）：

[a] 周波数 > 20 kHz および信号入力がレンジの < 10% の場合の追加誤差 : 1 kHz 当たり LSD の 300 カウント。

[b] 信号の測定前に相対機能を使って熱起電力のゼロ補正（テスト・リードをショート）を行うことにより、0.05% + 10
の確度を実現できます。

[c] 500 Ω および 5 kΩ の確度は、 ヌル機能の実行後の仕様です。

[d] 50 MΩ/500 MΩ レンジの場合は、相対湿度 < 60 ％での仕様です。

[e] 確度は、＜ 50 nS で、テスト・リードをオープンにしてヌル機能を実行した場合の仕様です。

[f] 低電圧、低周波信号を測定するときには、どの周波数カウンタでも誤差が発生しやすくなります。測定誤差を抑え
るには、外部ノイズを拾わないように入力をシールドすることが重要です。

[g] ヌル機能を使って、残留誤差をオフセットします。

[h] キャリブレーターとマルチメータの両方を内部基準に設定します。

測定を実行するには、K 型熱電対延長ケーブル（両端がミニチュア熱電対コネクタ）を、キャリブレーターの TC 出

力とマルチメータの間に TC- バナナアダプター経由で接続します。

測定を行う前に、マルチメータが安定するまで、少なくても 1 時間が必要です。

エラーリミットは、熱電対延長ケーブルによるエラーを含んでいません。熱電対エラーをなくすためには、基準温
度計によるキャリブレーター出力の補正を推奨します。

[i] 信号を測定する前には、必ずテスト・リードをオープンにして相対機能を使用することにより、熱起電力をゼロ補
正します。相対機能を使用しない場合は、誤差に 20 カウントを加算する必要があります。

[j] 10 A 連続。10 A を超えて 20 A までの信号を最大 30 秒間測定する際には、仕様の確度に 0.5% の誤差を加算する必要

があります。10 A を超える電流を測定した後では、低電流測定を行う前に、測定した時間の 2 倍の時間マルチメー

タを冷却してください。

[k] 仕様は、セトリング時間を満たした場合に適用されます。

[l] 測定できる電流は 2.5 A ～ 10 A であり、10 A を超えて 20 A までの信号を最大 30 秒間測定する場合は、仕様の確度に

0.5% の誤差を加算する必要があります。10 A を超える電流を測定した後では、低電流測定を行う前に、測定した時

間の 2 倍の時間マルチメータを冷却してください。

[m] 信号周波数が 1 kHz より高い場合は、1 kHz あたり 0.1% の誤差を確度に加算する必要があります。

[n] 周囲温度が ±1 ℃の範囲内で安定していることを確認します。マルチメータを管理された環境に 1 時間以上放置し

てください。マルチメータを通気口の近くに置かないでください。

[o]  2 端子接続で、校正器での補正をオンにした場合。

表 6-2 性能検証テスト（続き）

ステップ テスト機能 レンジ 基準信号／値 エラー・リミット



6 性能テストと校正
校正のセキュリティ

U1253B 真の実効値 OLED マルチメータが誤って、または不正に調整されるこ

とがないように、校正セキュリティ・コードが用意されています。測定器を
初に受領したとき、測定器はセキュリティ保護されています。測定器を調整す
るには、正しいセキュリティ・コードを入力して、測定器のセキュリティを解
除する必要があります（「校正のための測定器のセキュリティ解除」（180 ペー

ジ）を参照してください）。

工場出荷時には、測定器のセキュリティ・コードは 1234 に設定されていま

す。セキュリティ・コードは不揮発性メモリに記憶され、電源をオフにしても
変化しません。

校正のための測定器のセキュリティ解除

測定器を調整する前に、フロント・パネルまたは PC リモート・インタフェー

スから正しいセキュリティ・コードを入力して、セキュリティを解除する必要
があります。

デフォルトのセキュリティ・コードは 1234 です。

フロント・パネルから

1 ロータリ・スイッチを 位置まで回します（他のロータリ・スイッチ
位置から開始することもできますが、ここでは表 6-2 に記載された手順を

正確に実行することを前提としています）。

2 と を同時に押して、校正セキュリティ・コード入力モードに入

ります。

3 セカンダリ・ディスプレイに “CSC:I 5555” と表示されます。ここで文字 “I”
は「入力」を表します。

測定器のセキュリティを解除した後、フロント・パネルまたはリモート・イン
タフェース経由でセキュリティ・コードを変更できます。

セキュリティ・コードを忘れた場合は、「セキュリティ・コードの工場設定へ
のリセット」（185 ページ）を参照してください。
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性能テストと校正 6
4 または を押して、コード入力を開始します（表示されている数 “5555”
を 1 桁ずつ編集します）。

5 または を押して編集する桁を選択し、 または を押して値を編集

します。

6 終わったら （Save）を押します。

7 正しいセキュリティ・コードが入力されると、セカンダリ・ディスプレイ
の左上隅に “PASS” が 3 秒間表示されます。

8 入力したセキュリティ・コードが正しくない場合は、エラー・コードが 
3 秒間表示され、その後に校正セキュリティ・コード入力モードが再表示

されます。
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6 性能テストと校正
図 6-4（182 ページ）を参照してください。

測定器をもう一度セキュリティで保護する（セキュリティ解除モードを終了す

る）には、 と を同時に押します。

図 6-4 校正のための測定器のセキュリティ解除

“PASS” が 3 秒間表示
された後、 初の校正
項目に進む

正しくな
いセキュ
リティ・
コード

エラー・メッセージ
が 3 秒間表示される

終わったら Save を押す

セキュリティコードが
正しい

または  
を押して選択した
桁を編集

または  
を押して桁を選択
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性能テストと校正 6
校正セキュリティ・コードの変更

フロント・パネルから

1 測定器のセキュリティを解除した後、 を 1 秒より長く押して、校正セ

キュリティ・コード設定モードに入ります。

2 既存のコードがセカンダリ・ディスプレイに “CSC:C 1234” のように表示さ

れます。ここで文字 “C” は「変更」を表します。

3 または を押して編集する桁を選択し、 または を押して値を編集し

ます（コードを変更せずに終了するには、 を 1 秒より長く押します）。

4 （Save）を押して新しいセキュリティ・コードを保存します。

5 新しい校正セキュリティ・コードが正常に記憶されると、セカンダリ・
ディスプレイの左上隅に “PASS” が一時的に表示されます。

図 6-5（184 ページ）を参照してください。
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6 性能テストと校正
図 6-5 校正セキュリティ・コードの変更

View を 1 秒より長
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新しいセキュリ
ティコードが許
可されない

エラー・メッセージが 3 秒間表
示される

コードを変更せずに終了するに
は View を 1 秒より長く押す

“PASS” が 3 秒間表示される

新しいセキュリティ
コード許可される

終わったら Save を押す

または  
を押して選択した
桁を編集

または  
を押して桁を選択
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性能テストと校正 6
セキュリティ・コードの工場設定へのリセット

正しいセキュリティ・コードを忘れた場合は、以下の手順で、セキュリティ・
コードを工場設定（1234）に戻すことができます。

1 測定器シリアル番号の末尾 4 桁を記録します。

2 ロータリ・スイッチを 位置まで回します。

3 と を同時に押して、校正セキュリティ・コード入力モードに入

ります。

4 セキュリティ・コードを入力するために、セカンダリ・ディスプレイに
“CSC:I 5555” と表示されます。しかし、ここではセキュリティ・コードが

わからないので、次のステップに進みます。

5 セキュリティ・コードを入力せずに、 を 1 秒より長く押して、デフォ

ルト・セキュリティ・コード設定モードに入ります。セカンダリ・ディス
プレイに “SCD:I 5555” と表示されます。

6 または を押して編集する桁を選択し、 または を押して値を編集

します。測定器シリアル番号の末尾 4 桁に等しく設定します。

7 （Save）を押して入力を確認します。

8 入力した数がシリアル番号の末尾 4 桁と一致する場合は、セカンダリ・

ディスプレイの左上コーナに “PASS” が一時的に表示されます。

これで、セキュリティ・コードは工場設定の 1234 にリセットされました。セ

キュリティ・コードを変更したい場合は、「校正セキュリティ・コードの変更」
（183 ページ）を参照してくだい。新しいセキュリティ・コードは必ず記録し

ておいてください。

図 6-6（186 ページ）を参照してください。

セキュリティ・コードの記録がない場合（または記録を紛失した場合）は、ま
ずフロント・パネルまたはリモート・インタフェースから工場設定のコード
1234 を試してみてください。実際にはセキュリティ・コードが変更されてい

ない可能性もあるからです。
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6 性能テストと校正
図 6-6 セキュリティ・コードの工場設定へのリセット

コードをリセットせずに終了す
るには View を 1 秒より長く押す

シリアル番号の末
尾 4 桁が正しい

コードを入力せずに、
View を 1 秒より長く押す

終わったら Save を押す

シリアル番号の
末尾 4 桁が正し
くない

“PASS” が 3 秒間表示される

エラー・メッセージが 3 秒間表示
される

または  
を押して選択した
桁を編集

または  
を押して桁を選択
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性能テストと校正 6
調整に関する注意事項

測定器を調整するには、基準信号（Fluke 5520A キャリブレータや Keysight 
33250A ファンクション／任意波形発生器などからの）を入力するためのテス

ト入力ケーブルとコネクタのセットと、ショート・プラグが必要です。

各機能の調整に当たっては、以下の注意事項（該当する場合）を守る必要があ
ります。

1 調整を実行する前に、測定器をウォームアップし、5 分間安定させます。

2 調整中に電池消耗インジケータが表示されないように注意します。誤っ
た読み値が表示されないように、できるだけ早く電池を交換または充電
します。

3 テスト・リードをキャリブレータと本器に接続する際には、熱起電力を考
慮します。テスト・リードの接続後、1 分間経ってから校正を開始するこ

とを推奨します。

4 周囲温度調整の際には、測定器と校正ソースの間に K タイプ熱電対を接続

した状態で、測定器を 1 時間以上オンにしておく必要があります。

各調整が成功すると、セカンダリ・ディスプレイに短く “PASS” と表示されま

す。校正が失敗した場合は、ビープ音が鳴り、セカンダリ・ディスプレイにエ
ラー・コードが一時的に表示されます。校正エラー・コードの一覧について
は、「校正エラー・コード」（202 ページ）を参照してください。校正が失敗し

た場合は、問題を修正してから手順を繰り返します。

校正中に測定器をオフにしないでください。現在の機能に対する校正メモ
リが削除されます。
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6 性能テストと校正
有効な調整基準入力値

調整は次の基準入力値を使って実行できます。

MY51510001 未満のシリアル番号の場合、10 kHz の入力信号はアスタリスク

（*）が付いているシリアル番号に適用されます

表 6-3 有効な調整基準入力値 

機能 レンジ 基準入力値 基準入力の有効範囲

DC mV ショート ショート V 端子と COM 端子をショート

50 mV 30.000 mV 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

500 mV 300.00 mV 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

1000 mV 1000.0 mV 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

AC mV 50 mV 3.000 mV（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

30.000 mV（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

30.000 mV（20 kHz）* 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

500 mV 30.00 mV（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

300.00 mV（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

30.000 mV（20 kHz）* 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

1000 mV 300.0 mV（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

1000.0 mV（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

1000.0 mV（20 kHz）* 0.9 ～ 1.1× 基準入力値
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性能テストと校正 6
DC V ショート ショート V 端子と COM 端子をショート

5 V 3.0000 V 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

50 V 30.000 V 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

500 V 300.00 V 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

1000 V 1000.0 V 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

AC V

（ロータリ・ 
スイッチは

および

位置 [b]）

5 V 0.3000 V（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

3.0000 V（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

3.0000 V（20 kHz）* 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

50 V 3.000 V（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

30.000 V（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

30.000 V（20 kHz）* 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

500 V 30.00 V（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

300.00 V（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

300.00 V（20 kHz）* 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

1000 V 30.0 V（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

300.0 V（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

300.0 V（20 kHz）* 0.9 ～ 1.1× 基準入力値

DC μA オープン オープン オープン端子

500 μA 300.00 μA 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

5000 μA 3000.0 μA 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

AC μA 500 μA 30.00 μA [a] 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

300.00 μA 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

5000 μA 300.0 μA 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

3000.0 μA 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

表 6-3 有効な調整基準入力値（続き）

機能 レンジ 基準入力値 基準入力の有効範囲
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6 性能テストと校正
DC mA/DC A オープン オープン オープン端子

50 mA 30.000 mA 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

500 mA 300.00 mA 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

5 A 3.000 A 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

10 A 10.000 A 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

AC mA/AC A 50 mA 3.000 mA（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

30.000 mA（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

500 mA 30.00 mA（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

30.000 mA（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

5 A 0.3000 A（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

3.0000 A（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

10 A 0.3000 A（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

10.000 A（1 kHz） 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

キャパシタンス オープン オープン オープン端子

10 nF 3.000 nF 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

10.000 nF 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

100 nF 10.00 nF 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

100.00 nF 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

1000 nF 100.0 nF 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

1000.0 nF 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

10 μF 10.000 μF 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

100 μF 100.00 μF 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

1000 μF 1000.0 μF 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

10 mF 10.000 mF 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

表 6-3 有効な調整基準入力値（続き）

機能 レンジ 基準入力値 基準入力の有効範囲
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性能テストと校正 6
抵抗 [c] ショート ショート Ω 端子と COM 端子をショート

50 MΩ オープン オープン端子

10.000 MΩ 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

5 MΩ 3.000 MΩ 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

500 kΩ 300.00 kΩ 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

50 kΩ 30.000 kΩ 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

5 kΩ 3.0000 kΩ 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

500 Ω 300.00 Ω 0.9 ～ 1.1 × 基準入力値

ダイオード ダイオード ショート Ω 端子と COM 端子をショート

2 V 2.0000 V 0.9 ～ 1.1× 基準入力値

温度 K タイプ 0000.0 °C 周囲補正で 0 °C を提供

注記（有効な調整基準入力値）：

[a] Fluke 5520A キャリブレータの 小 AC 電流出力は 29.00 μA です。AC μA の校正ソースには 30.00 μA 以上を設定してく

ださい。

[b] 2 つの AC V 位置を個別に校正する必要があります。

[c] 抵抗校正の後、必ず銅線付きデュアル・バナナ・プラグを使用して「ショート」を再校正してください。

[d] 5520A を内部基準に設定します。

調整を実行する前に、K 型熱電対（両端がミニチュア TC コネクタ）の一方の端を 5520A の TC 出力に接続し、もう

一方の端をプレシジョン熱電対に接続して、ソース出力が必要な値であることを確認します。必要に応じて、ソー
スを調整します。

調整を実行するには、K 型熱電対（両端がミニチュア TC コネクタ）の一方の端を 5520A の TC 出力に接続し、もう

一方の端を TC- バナナアダプタ経由でマルチメータに接続します。マルチメータが安定するまで、少なくても 1 時

間が必要です。

表 6-3 有効な調整基準入力値（続き）

機能 レンジ 基準入力値 基準入力の有効範囲
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6 性能テストと校正
フロント・パネルからの校正

校正プロセス

測定器のフル校正を完了するには、以下の一般的な手順を推奨します。

1 「テストに関する注意事項」（172 ページ）を読んで実行します。

2 検証テストを実行（表 6-2（174 ページ）を参照）して測定器を評価します。

3 校正手順を実行します（「校正手順」（193 ページ）を参照。「調整に関する

注意事項」（187 ページ）も参照）。

4 校正後に測定器をセキュリティ保護します。

5 新しいセキュリティ・コード（変更した場合）と校正回数を測定器メンテ
ナンス記録に書き込みます。

調整モードを終了してから、測定器をオフにします。
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性能テストと校正 6
校正手順

1 ロータリ・スイッチを回して校正する機能に設定します。

2 U1253B 真の実効値 OLED マルチメータのセキュリティを解除します（「校

正のための測定器のセキュリティ解除」（180 ページ）を参照）。

3 入力したセキュリティ・コードが正しいことが確認されると、“PASS” が短

時間表示された後、セカンダリ・ディスプレイに次の校正項目の基準入力
値が表示されます（すべての校正項目の一覧と順序については表 6-4

（196 ページ）を参照）。

– 例えば、次の校正項目の基準入力が入力端子のショートである場合、セ
カンダリ・ディスプレイには “REF:+SH.ORT” と表示されます。

4 表示された基準入力をセットアップし、この入力を U1253B ハンドヘルド・

マルチメータの正しい端子に印加します。

– 必要な基準入力が「ショート」の場合は、該当する 2 つの端子をショー

ト・プラグでショートします。

– 必要な基準入力が「オープン」の場合は、端子をそのままオープンにし
ておきます。

– 必要な基準入力が電圧、電流、抵抗、キャパシタンス、温度値の場合
は、必要な入力を供給できるように Fluke 5520A キャリブレータ（また

は同等の確度標準を備えた他のデバイス）をセットアップします。

5 必要な基準入力を正しい端子に入力してください。

6 現在の校正項目を開始するには を押してください。

一部の校正項目だけを実行する場合は、 または を押して校正する項目を

選択できます。

DC電流測定の場合、データシートに記載されているセトリング時間だけ放置

する必要があります。
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6 性能テストと校正
7 校正中は、プライマリ・ディスプレイと棒グラフに未校正の読み値が表示
され、校正インジケータ “CAL” がセカンダリ・ディスプレイの左上隅に表

示されます。読み値が許容範囲内にある場合は、“PASS” が一時的に表示さ

れた後、次の校正項目に進みます。読み値が許容範囲外の場合は、エ
ラー・コードが 3 秒間表示され、測定器は現在の校正項目に留まります。

この場合は、正しい基準入力を印加しているかどうかを確認する必要があ
ります。エラー・コードの意味については表 6-5（202 ページ）を参照して

ください。

8 ステップ 4 とステップ 5 を繰り返して、当該機能のすべての校正項目を完

了します。

9 校正する他の機能を選択します。ステップ 4 からステップ 7 までを繰り返

します。

– ロータリ・スイッチ位置に複数の機能がある場合（ など）は、

を押して次の機能に進みます。

10 すべての機能を校正したら、 と を同時に押して校正モードを終

了します。

11 測定器の電源をオフにしてから再びオンにします。測定器は通常の測定
モードに戻ります。
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性能テストと校正 6
図 6-7（195 ページ）を参照してください。

図 6-7 代表的な校正プロセスのフロー

エラー・メッセージ
が 3 秒間表示される

表示された基準値に基づ
いてキャリブレータを
セットアップ

校正を開始する準備がで
きたら Save を押す

読み値が許容範囲内

“PASS” が 3 秒間表示された
後、次の校正項目に進む

読み値
が許容
範囲外

全校正を実行しない場合

は または を押して
校正項目を選択
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6 性能テストと校正
表 6-4 校正項目のリスト 

機能 レンジ 校正項目 [a] 基準入力

AC V

（ロータリ・スイッチ

は および

位置 [b]）

5 V 0.3000 V（1 kHz）

3.0000 V（1 kHz）

3.0000 V（10 kHz）

0.3 V、1 kHz

3 V、1 kHz

3 V、10 kHz

50 V 3.000 V（1 kHz）

30.000 V（1 kHz）

30.000 V（10 kHz）

3 V、1 kHz

30 V、1 kHz

30 V、10 kHz

500 V 30.00 V（1 kHz）

300.00 V（1 kHz）

300.00 V（10 kHz）

30 V、1 kHz

300 V、1 kHz

300 V、10 kHz

1000 V 30.0 V（1 kHz）

300.0 V（1 kHz）

300.0 V（10 kHz）

（この機能は終わり。ロータリ・
スイッチの位置を変更するか

を押して、次に校正する機

能を選択）

30 V、1 kHz

300 V、1 kHz

300 V、10 kHz

DC V ショート ショート 銅線付きデュアル・バナナ・
ショート・プラグ

5 V 3.0000 V 3 V

50 V 30.000 V 30 V

500 V 300.00 V 300 V

1000 V 1000.0 V

（終了）

1000 V

DC mV ショート ショート 銅線付きデュアル・バナナ・
ショート・プラグ

50 mV 30.000 mV 30 mV

500 mV 300.00 mV 300 mV

1000 mV 1000.0 mV

（終了）

1000 mV
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AC mV 50 mV 3.000 mV（1 kHz）

30.000 mV（1 kHz）

30.000 mV（10 kHz）

3 mV、1 kHz

30 mV、1 kHz

30 mV、10 kHz

500 mV 30.00 mV（1 kHz）

300.00 mV（1 kHz）

300.00 mV（10 kHz）

30 mV、1 kHz

300 mV、1 kHz

300 mV、10 kHz

1000 mV 300.0 mV（1 kHz）

1000.0 mV（1 kHz）

1000.0 mV（10 kHz）

（終了）

300 mV、1 kHz

1000 mV、1 kHz

1000 mV、10 kHz

抵抗 [d] ショート ショート 銅線付きデュアル・バナナ・
ショート・プラグ

50 MΩ OPEN

10.000 MΩ

すべてのテスト・リードまた
はショート・プラグを取り外
し、端子をオープンにする

10 MΩ

5 MΩ 3.0000 MΩ 3 MΩ

500 kΩ 300.00 kΩ 300 kΩ

50 kΩ 30.000 kΩ 30 kΩ

5 kΩ 3.0000 kΩ 3 kΩ

500 Ω 300.00 Ω
（終了）

300 Ω

ダイオード ショート ショート 銅線付きデュアル・バナナ・
ショート・プラグ

2 V 2.0000 V（終了） 2 V

表 6-4 校正項目のリスト（続き）

機能 レンジ 校正項目 [a] 基準入力
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6 性能テストと校正
キャパシタンス オープン オープン すべてのテスト・リードまた
はショート・プラグを取り外
し、端子をオープンにする

10 nF 3.000 nF
10.000 nF

3 nF
10 nF

100 nF 10.00 nF
100.00 nF

10 nF
100 nF

1000 nF 100.0 nF
1000.0 nF

100 nF
1000 nF

10 μF 10.000 μF 10 μF

100 μF 100.00 μF 100 μF

1000 μF 1000.0 μF 1000 μF

10 mF 10.000 mF

（終了）

10 mF

温度 [e] K タイプ 0000.0 °C

（終了）

0 °C

DC μA オープン オープン すべてのテスト・リードまた
はショート・プラグを取り外
し、端子をオープンにする

500 μA 300.00 μA 300 μA

5000 μA 3000.0 μA

（終了）

3000 μA

AC μA 500 μA 30.00 μA（1 kHz）[c]

300.00 μA（1 kHz）

30 μA、1 kHz

300 μA、1 kHz

5000 μA 300.0 μA（1 kHz）

3000.0 μA（1 kHz）

（終了）

300 μA、1 kHz

3000 μA、1 kHz

表 6-4 校正項目のリスト（続き）

機能 レンジ 校正項目 [a] 基準入力
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性能テストと校正 6
DC mA/DC A すべてのレンジ
でオープン

オープン すべてのテスト・リードまた
はショート・プラグを取り外
し、端子をオープンにする

50 mA 30.000 mA 30 mA

500 mA 300.00 mA 300 mA

正のテスト・リードを μA.mA 端子から取り外して A 端子に移動します。

注意 : キャリブレータをマルチメータの A 端子と COM 端子に接続してから、3 A と

10 A を印加してください。

5 A 3.0000 A 3 A [f]

10 A 10.000 A

（終了）

10 A [f]

表 6-4 校正項目のリスト（続き）

機能 レンジ 校正項目 [a] 基準入力
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6 性能テストと校正
AC mA/AC A 50 mA 3.000 mA（1 kHz）

30.000 mA（1 kHz）

3 mA、1 kHz

30 mA、1 kHz

500 mA 30.00 mA（1 kHz）

300.00 mA（1 kHz）

30 mA、1 kHz

300 mA、1 kHz

正のテスト・リードを μA.mA 端子から取り外して A 端子に移動します。

注意 : キャリブレータをマルチメータの A 端子と COM 端子に接続してから、3 A と 
10 A を印加してください。

5 A 0.3000 A（1 kHz）

3.0000 A（1 kHz）

0.3 A、1 kHz

3 A、1 kHz

10 A 3.000 A（1 kHz）

10.000 A（1 kHz）

（終了）

3 A、1 kHz

10 A、1 kHz

注記（校正項目）：

[a] または を押して校正項目を選択します（全校正項目を実行しない場合）。1 つの項目の校正が正常に終了す

ると、マルチメータは自動的に次の項目に進みます。

[b] 2 つの AC V 位置を個別に校正する必要があります。

[c] Fluke 5520A キャリブレータの最小 AC 電流出力は 29.0 μA なので、キャリブレータには 30.0 μA 以上の出力を設定する

必要があります。

[d] 抵抗校正の後、必ず銅線付きデュアル・バナナ・プラグを使用して「ショート」を再校正してください。

[e] マルチメータがオンで、60 分以上かけて安定化され、マルチメータとキャリブレータの出力端子が K 型熱電対で接

続されていることを確認してください。

5520A を内部基準に設定します。

調整を実行する前に、K 型熱電対（両端がミニチュア TC コネクタ）の一方の端を 5520A の TC 出力に接続し、もう

一方の端をプレシジョン熱電対に接続して、ソース出力が必要な値であることを確認します。必要に応じて、ソー
スを調整します。

調整を実行するには、K 型熱電対（両端がミニチュア TC コネクタ）の一方の端を 5520A の TC 出力に接続し、もう

一方の端を TC- バナナアダプタ経由でマルチメータに接続します。マルチメータが安定するまで、少なくても 1 時

間が必要です。

[f] データシートに記載されているセトリング時間要件に従ってください。

表 6-4 校正項目のリスト（続き）

機能 レンジ 校正項目 [a] 基準入力
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性能テストと校正 6
校正回数

校正回数機能を使うと、校正の独立した「シリアル番号化」が可能です。この
機能により、測定器が校正された回数を判定できます。校正回数をモニタする
ことで、不正な校正が実行されていないかどうかを確認できます。測定器が校
正されるたびに、値は 1 ずつ増加します。

校正回数は不揮発性 EEPROM メモリに記録されます。このメモリの内容は、

測定器をオフにしても、リモート・インタフェース・リセットを実行しても変
化しません。U1253B 真の実効値 OLED マルチメータは工場出荷前に校正され

ています。マルチメータを受領したときに、校正回数を読み取ってメンテナン
ス用に記録しておいてください。

校正回数は 大 65535 まで増加し、その後に 0 に戻ります。校正回数をプロ

グラムしたりリセットしたりする方法はありません。これは独立した「シリア
ル番号」値です。

現在の校正回数を表示するには、フロント・パネルから測定器のセキュリティ
を解除し（「校正のための測定器のセキュリティ解除」（180 ページ）を参照）、

を押して校正回数を表示します。もう一度 を押すと、校正回数モー

ドが終了します。
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6 性能テストと校正
校正エラー・コード

下の表 6-5 に、校正プロセスのエラー・コードを示します。

表 6-5 校正エラー・コードとその意味

エラー・コード 概要

ER200 校正エラー : 校正モードが保護されています。

ER002 校正エラー : 校正コードが無効です。

ER003 校正エラー : シリアル番号が無効です。

ER004 校正エラー : 校正が中止されました。

ER005 校正エラー : 値が範囲外です。

ER006 校正エラー : 信号測定が範囲外です。

ER007 校正エラー : 周波数が範囲外です。

ER008 EEPROM 書込み失敗。
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7 特性と仕様

U1253B 真の実効値 OLED マルチメータの特性と仕様については、データシート

をご覧ください (http://literature.cdn.keysight.com/litweb/pdf/5989-5509EN.pdf)。
203
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これは空白のページです。
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